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Ⅰ はじめに 

 

 尾道市教育委員会では、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条により、 

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告書を作成しました。 

 この報告書は、平成２３年度策定した「尾道教育総合推進計画」をはじめとした施

策・事業への取組状況、成果、課題等について点検及び評価を行い、学識経験者の意

見をいただくことにより、「尾道教育総合推進計画」の進行管理や今後の事務改善等

に反映させるものです。 

 また、報告書では、教育に関する施策・事業ごとに取組状況を整理し、成果を具体

的な数値指標で示す等、市民の皆様へ、わかりやすい点検及び評価に努めました。 

教育委員会では、この点検及び評価の結果を今後の取組に活かし、さらに本市の教

育行政について説明責任を果たすことにより、市民に信頼される教育行政を推進して

まいります。 

今後とも、尾道の教育に、ご理解とご支援をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

【参考】 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）  

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第27条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第三項の規定により事務局

職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及

び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、

公表しなければならない。  

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を有す

る者の知見の活用を図るものとする。  

（平成19年6月27日改正、平成20年4月1日施行）  
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Ⅱ 点検及び評価の方法 

 

尾道市教育委員会は、平成２３年度に実施した事務の管理及び執行の状況について、

その施策・事業の目的、内容、取組の状況を整理し、その施策・事業の成果と課題を

点検し、評価しました。 

この報告書では、点検及び評価項目は、平成２３年度策定した「尾道教育総合推進

計画」の施策体系に沿って、各施策・事業に分類しています。 

また、施策・事業ごとに、取組状況を整理し、成果をより明確に把握するため、具

体的な数値目標を設定することで、施策・事業の成果と課題を明らかにし、わかりや

すい点検及び評価に努めました。 

さらに、施策・事業の成果と課題の点検、評価を通して、改善の方向性を明らかに

することで、「尾道教育総合推進計画」の進行管理や今後の事務改善等に反映させる

ものです。 

 

 

Ⅲ 学識経験者の知見の活用 

 

 尾道市教育委員会では、点検及び評価の結果に関する報告書の作成にあたり、学識

経験者の知見の活用を行っています。 

 教育に関し学識を有する方々から、点検及び評価の内容等について貴重なご意見を

いただきました。 

 これらの貴重なご意見を今後の施策・事業の取組に活かし、教育行政を推進してま

いります。 
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Ⅳ 教育委員会の活動状況 

年 月 日 内    容 

平成２３年 4 月 15 日 第１回広島県市町教育長会議 

  4 月 20 日 広島県都市教育長会春の総会 

  4 月 28 日 第５回教育委員会定例会 

  5 月 11 日 第１回東部教育事務所管内教育長会議 

 5 月 23 日 第６回教育委員会定例会 

  5 月 25 日 広島県市町教育委員連合会定期総会 

  5 月 26 日 全国都市教育長会定期総会 

  6 月 30 日 第７回教育委員会定例会 

  7 月 21 日 第２回東部教育事務所管内教育長会議 

   7 月 27 日 第８回教育委員会定例会 

  8 月 25 日 第９回教育委員会定例会 

  9 月 29 日 第１０回教育委員会定例会 

  10 月 5 日 第３回東部教育事務所管内教育長会議 

  10 月 7 日 広島県都市教育長会秋の総会 

 10 月 20 日 中国都市教育長会定期総会 

  10 月 24 日 第１１回教育委員会定例会 

 11 月 22 日 第１２回教育委員会定例会 

  11 月 25 日 広島県市町教育委員会連合会教育委員研修会 

 12 月 22 日 第１３回教育委員会定例会 

平成２４年 1 月 19 日 第４回東部教育事務所管内教育長会議 

 1 月 25 日 第１回教育委員会定例会 

 1 月 26 日 第２回広島県市町教育長会議 

  2 月 21 日 第２回教育委員会定例会 

 3 月 17 日 第３回教育委員会臨時会 

  3 月 19 日 第４回教育委員会定例会 

 3 月 24 日 第５回教育委員会臨時会 

 



議案等の名称

議案 27 尾道市指定文化財の指定について

議案 28 尾道市図書館協議会委員の解職及び任命について

議案 29 芸予文化情報センター運営協議会委員の委嘱及び任命について

議案 30 尾道市学校評議員の委嘱について

議案 31 尾道市学校関係者評価委員の委嘱について

議案 32 尾道市就学指導委員会委員の委嘱及び任命について

議案 33 平成２４年度に尾道市立中学校で使用する教科用図書の採択について

議案 34 尾道市教科用図書選定委員会委員の委嘱及び任命について

報告 7 尾道市結核対策委員会設置要領の一部を改正する要領について

報告 8 不登校児童生徒等支援事業実施要綱について

議案 35 尾道市立幼稚園保育料及び預り保育保育料の減免に関する規則の一
部を改正する規則案

議案 36 尾道市私立幼稚園就園奨励費補助金交付規則の一部を改正する規則
案

議案 37 「民事調停を成立させることについて」に対する意見の申し出について

議案 38 尾道市社会教育委員の委嘱について

議案 39 尾道市放課後子ども教室運営委員会委員の任命について

議案 40 尾道市立美術館協議会委員の委嘱について

議案 41 平成２４年度に広島県尾道南高等学校で使用する教科用図書の採択方
針について

報告 9 平成２３年３月尾道市立中学校卒業者の進路状況について

議案 42 尾道市学校給食共同調理場運営委員会委員の任命及び委嘱について

議案 43 平成２４年度尾道市立高等学校入学者選抜の基本方針について

報告 10 平成２３年度教育委員会補正予算要求書

報告 11 尾道市類似幼稚園就園奨励費補助金交付要綱の一部を改正する要綱
について

報告 12 平成２３年度学力定着実態調査の結果について

報告 13 平成２３年度「尾道市教育研究指定校」「尾道市教科等研究指定校」及び
「尾道市授業改善指定校」について

7月27日 8 定例 議案 44 尾道市公民館運営審議会委員の委嘱及び任命について

定例

  平成２３年度において、教育委員会議で審議された議案等は以下のとおりです。
  それぞれの審議概要、結果につきましては、教育委員会のホームページに掲載し、公
表しています。

5月23日 6 定例

6月30日 7 定例

平成２３年度    教育委員会議議案

回 議案番号等

平成23年
4月28日

5
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議案 45 市長が定める「尾道市向島運動公園条例の一部を改正する条例案」に
対する意見の申し出について

議案 46 平成２４年度尾道市立小学校及び中学校の学校選択制度の実施につい
て

議案 47 平成２４年度使用中学校用教科用図書の採択について

議案 48 平成２４年度に尾道市立小学校及び中学校の特別支援学級で使用する
教科用図書の採択について

報告 14 専決処分報告及びこれが承認を求めることについて
（非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例）

報告 15 専決処分報告及びこれが承認を求めることについて
（尾道市教育委員会教育長事務決裁規程の一部を改正する訓令）

報告 16 専決処分報告及びこれが承認を求めることについて
（尾道市体育指導委員に関する規則の一部を改正する規則）

報告 17 平成２３年度教育委員会補正予算要求書

報告 18 尾道市学校支援地域本部事業実施要綱を廃止する要綱について

報告 19 美術振興小林和作基金運用要綱について

報告 20 尾道市立美術館協議会における美術振興小林和作基金の運用に関す
る要綱について

報告 21 平成２4年度に広島県尾道南高等学校で使用する教科用図書の採択に
ついて

議案 49 平成２２年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価
報告書について

議案 50 尾道市向島運動公園管理運営規則の一部を改正する規則案

議案 51 土堂小学校学校運営協議会委員の委嘱について

報告 22 尾道市向島運動公園新設グラウンド・ゴルフ場、ふれあい広場及びス
ケートパークの暫定使用に関する要綱を廃止する要綱について

報告 23 平成２３年度「基礎・基本」定着状況調査の結果について

議案 52 尾道市指定文化財の指定について

議案 53 尾道市立図書館協議会委員の任命及び委嘱について

議案 54 尾道市立美術館協議会美術振興小林和作基金運用委員会の答申及び
美術振興小林和作基金運用規則第２条第１項に係る平成２３年度の被
表彰者について

議案 55 市長が定める「尾道市因島地区修学資金貸付条例を廃止する条例案」
に対する意見の申出について

議案 56 尾道市立小学校及び中学校の通学区域に関する規則の一部を改正す
る規則案

報告 24 平成23年度教育委員会補正予算要求書

その他 委員長及び職務代理者の選挙について

議案 57 尾道市立小・中学校再編計画について

報告 25 尾道市就学前教育・保育施設再編計画について

報告 26 平成２４年度学校選択制度による入学予定者数について

11月22日 12

10

8月25日 9 定例

定例

12月22日 13 定例

定例

9月29日

10月24日 11 定例
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議案 1 市長が定める「尾道市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関
する条例の一部を改正する条例案」に対する意見の申し出について

議案 2 市長が定める「尾道市公民館条例の一部を改正する条例案」に対する意
見の申し出について

議案 3 市長が定める「尾道市立図書館協議会設置条例の一部を改正する条例
案」に対する意見の申し出について

議案 4 市長が定める「尾道市立美術館設置及び管理条例の一部を改正する条
例案」に対する意見の申し出について

議案 5 尾道市立美術館協議会規則の一部を改正する規則案

議案 6 尾道市立美術館協議会美術振興小林和作基金運用委員会の答申及び
美術振興小林和作基金運用委員会に関する要領第３条第１項第２号に
係る平成２３年度の被表彰者について

報告 1 尾道市因島地域私立幼稚園教育振興補助金交付要綱の一部を改正す
る要綱について

議案 7 市長が定める「尾道市職員定数条例の一部を改正する条例案」に対する
意見の申し出について

議案 8 市長が定める「尾道市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関
する条例の一部を改正する条例案」に対する意見の申し出について

議案 9 尾道市教育長の職務代行者を定める規則等の一部を改正する規則案

報告 2 尾道市公民館嘱託館長の解嘱について

報告 3 平成２４年度教育委員会当初予算要求書

3月17日 3 臨時 議案 10 県費負担教職員（管理職）の進退について内申すること

議案 11 尾道市教育委員会公印規則の一部を改正する規則案

議案 12 選挙運動のためにする個人演説会等開催のために必要な設備の程度
等に関する規則の一部を改正する規則案

議案 13 尾道市公民館嘱託館長の委嘱について

議案 14 尾道市スポーツ推進委員の解嘱及び委嘱について

議案 15 文化ホール運営委員会委員の委嘱及び任命について

議案 16 尾道市立美術館協議会委員の解嘱及び委嘱について

議案 17 尾道市立小学校、中学校及び幼稚園の管理並びに学校教育法の実施
に関する規則の一部を改正する規則案

議案 18 教育委員会の管理職職員の任免を行うことについて

議案 19 教育委員会の職員の処分を行うことについて

議案 20 尾道市小中学校の適正配置について

3月24日 5 臨時

1 定例

3月19日 4 定例

2月21日 2 定例

平成24年
1月25日
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教育委員会委員名簿 

 

（平成 24 年 4 月 1 日現在） 

職 名 氏 名 任          期 

委 員 長 山 北  篤  平成２１年 １月 １日～平成２４年１２月３１日

委員長職務代理者 中 司 弘 子 平成２１年 ６月２９日～平成２５年 ６月２８日

委  員 村 井 圭 一 平成２２年 ３月２４日～平成２６年 ３月２３日

委  員 中 田 冨 美 平成２３年 ６月２９日～平成２７年 ６月２８日

教 育 長 半 田 光 行 平成２１年 ４月 １日～平成２５年 ３月３１日

 

 

 



Ⅴ　施策・事業の点検及び評価

基本方針 施策・事業名 担当課 頁

基礎的・基本的な知識・技能の習得 教育指導課 11

学習意欲の向上や学習習慣の確立 教育指導課 12

思考力・判断力・表現力の育成 教育指導課 13

幼児教育の充実 教育指導課 14

特別支援教育の充実 教育指導課 15

キャリア教育の充実 教育指導課 16

国際理解教育の充実 教育指導課 17

情報教育の充実 教育指導課 18

豊かな体験活動の充実 教育指導課 19

公共心・道徳性の涵養 教育指導課 20

生徒指導の充実 教育指導課 21

体力つくりの充実 教育指導課 22

食育・健康教育の充実 教育指導課 23

活力・魅力ある学校づくりの推進 教育指導課 24

尾道南高等学校の教育活動を充実する
取組

学校経営企画課 25

学校選択制度を充実する取組 教育指導課 26

小中学校適正配置の推進 学校経営企画課 27

地域に開かれた学校づくり 学校経営企画課 28

是正指導の徹底 学校経営企画課 29

学校の自主性・自律性の確立 学校経営企画課 30

教職員の資質･指導力の向上 教育指導課 31

異校種間連携教育の推進 教育指導課 32

自主的研修の奨励 教育指導課 33

1-1-2
社会の変化に対応した
教育活動の推進

施策・事業の体系　(53項目）

重点目標

1-1-1
「学ぶ」基盤の確立と
学力向上

政策の柱　１  　夢と志を抱く子どもの育成（尾道教育さくらプラン３）

確かな学力の向上

1-2-1 豊かな心の育成

健やかな体の育成1-2-2

豊かな人間性の育成

信頼される学校づくり

1-3-1
特色ある学校づくりの
推進

学校経営改革の推進1-3-2
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政策の柱　２ 　学校・家庭・地域の協働による教育環境づくり

基本方針 施策・事業名 担当課 頁

2-1-1 家庭の教育力の向上 家庭教育支援事業の推進 生涯学習課 34

ボランティア活動の推進 生涯学習課 35

放課後子ども教室推進事業 生涯学習課 36

2-2-1
次代を担う青少年の健
全育成

次代を担う青少年の健全育成 生涯学習課 37

2-2-2
社会に貢献する勤労青
少年の健全育成

勤労青少年の健全育成 生涯学習課 38

安心・安全で質の高い学校施設整備事
業

庶務課
因島瀬戸田地
域教育課

39

認定こども園の設置 庶務課 40

2-3-2
安全・安心で質の高い
学校給食施設整備

ドライシステムによる給食施設整備 庶務課 41

政策の柱　３  　集い・学び・生かす生涯学習の推進

基本方針 施策・事業名 担当課 頁

3-1-1 多彩な学習機会の提供 市民への学習機会の提供 生涯学習課 42

3-1-2
市民が集う生涯学習拠
点の確立

公民館の充実 生涯学習課 43

生涯スポーツの推進
スポーツ振興課
因島瀬戸田地域
教育課

44

競技スポーツの向上 スポーツ振興課 45

スポーツを通じた交流の促進 スポーツ振興課 46

3-2-2
スポーツ施設の充実と
活用

スポーツ施設の整備
スポーツ振興課
因島瀬戸田地域
教育課

47

3-2-1
豊かなスポーツライフ
の実現

2-1-2
地域の教育力の向上と
活用

重点目標

安全・安心で質の高
い学校施設整備

スポーツを楽しみ体
力と健康を増進する
環境づくり

多彩で活力あふれる
生涯学習の充実

重点目標

2-3-1
安全・安心で質の高い
学校施設整備

家庭・地域の
教育力の向上と活用

地域との協働による
青少年の健全育成

- 9 -



基本方針 施策・事業名 担当課 頁

芸術・文化行事の開催と活動支援 文化振興課 48

囲碁のまちづくり活動の支援 文化振興課 49

読書活動・調査研究活動への支援 図書館 50

絵のまち尾道四季展事業・高校生絵の
まち尾道四季展事業の実施

美術館 51

尾道市美術展事業の実施 美術館 52

アウトリーチ活動の推進 文化施設課 53

出前読書活動 図書館 54

重要文化財保存事業 文化振興課 55

美術品等の収集及び調査研究の実施 美術館 56

魅力ある文化施設の充実
文化振興課
因島瀬戸田地域
教育課

57

市民に親しまれるホールの充実 文化施設課 58

図書館資料の整備・充実 図書館 59

魅力ある展覧会の開催等 美術館 60

協働による教育普及事業の実施 美術館 61

図書館の相互連携 図書館 62

美術館の相互連携の充実 美術館 63

魅力ある芸術・文化
施設づくり

個性を生かした芸術・
文化施設の連携

4-1-1
心豊かな感性を育む
芸術・文化活動の推進

4-1-2
誇りある芸術・文化の
継承と活用

個性を生かした芸術・
文化施設の充実と連
携

心豊かな感性を育む
芸術・文化活動の推
進

政策の柱　４　  芸術・文化の継承と創造

重点目標

4-2-1

4-2-2

- 10 -
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評価点検シート 施策・事業名 基礎的・基本的な知識・技能の習得 

教育総合推進計画掲載ページ ６ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 １ 確かな学力の向上 

重点目標 １ 「学ぶ」基盤の確立と学力向上 

目  的 基礎的・基本的な知識・技能の習得 

 

 

内 

 

容 

 

１ 学力定着の実態を調査する取組 

  標準学力検査を小学校4年、5年の児童と、中学校1年、2年の生徒を対象に実施し、

本市の児童生徒の学習内容の定着状況を客観的に把握し、その課題解決をめざす。 

２ 基礎的・基本的な知識･技能の定着を図る取組 

基礎的・基本的な知識･技能の習得を図る。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 学力定着の実態を調査する取組 

  小学校4年で国語、算数の2教科を、5年で社会、理科の2教科を実施し、全教科

で全国平均を上回った。 

（全国平均との差 国語3.6 算数4.1 社会3.4 理科1.2） 

  中学校1年で国語、数学の2教科を、2年で社会、理科の2教科を実施し4教科中3

教科で、全国平均を上回った。 

（全国平均との差 国語2.3 数学0.9 社会1.0 理科-0.1） 

２ 基礎的・基本的な知識･技能の定着を図る取組 

（１）中学校学力向上対策事業指定校への取組 

  学力分析に基づいた授業改善についての指導を行った。（教科会での指導100％） 

（２）研究主任研修会での取組（年2回実施）         

  学力分析の手法についての指導、組織的な家庭学習推進に向けての指導を行った。

（３）市の事業としての取組 

  授業力向上教科研修会を実施した。（中学校教諭対象に2教科で実施） 

帯タイム、朝読書の実施を奨励した。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

「基礎基本」定着状

況調査通過率の県

平均と本市の差 

小 ±０ 

中 -0.8 

小 +0.6 

中 -1.8 

小 +2.3 

中 +1.1 

 

 

課 

 

題 

 

１ 学力定着の実態を調査する取組 

  中学校の取組に引き続き重点を置き、毎年通過率を上回ることが必要である。 

２ 基礎的・基本的な知識･技能の定着を図る取組 

  年間通じた計画的・継続的な指導が必要である。 

  授業改善や家庭学習定着に向けた組織的な取組を強化していく必要がある。 

改

善

の 

方

向

性 

１ 学力定着の実態を調査する取組 

成果を上げた学校の取組をモデルで示し、全校へ広げる。 

２ 基礎的・基本的な知識･技能の定着を図る取組 

各校の実態、実績に応じた計画的・継続的な指導を実施していく。 
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評価点検シート 施策・事業名 学習意欲の向上や学習習慣の確立 

教育総合推進計画掲載ページ ８ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 １ 確かな学力の向上 

重点目標 １ 「学ぶ」基盤の確立と学力向上 

目  的 学習意欲の向上や学習習慣の確立 

 

 

内 

 

容 

 

１ きめ細やかな指導を推進する取組 
  児童生徒の習熟の程度等､個に応じたきめ細やかな指導をするため､学校支援を行う。 
２ 家庭学習を充実する取組 
  自主的に基礎的･基本的な知識･技能の定着を図るため、学習習慣の確立を図る。 
３ 「広島県科学賞」への出品を奨励する事業 
  論理的に考え､表現する力を育成し､科学的思考力、知的好奇心､探究心を高める取組に
より、広島県科学賞への等へ出品しようとする意欲を高める。 
４ 各種検定の受検を奨励する取組 

  目的をもった学びの楽しさを体験させ､学ぼうとする意欲を高める。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ きめ細やかな指導を推進する取組 
個に応じた指導を充実するために、教科アシスタント（5名）や学習支援講師（4名）
を配置し、少人数指導が実施でき、学校を支援することができた。 
２ 家庭学習を充実する取組 
  家庭における学習の充実のために、継続して家庭学習ノートを奨励し、家庭との連携を
深めてきた。 
３ 「広島県科学賞」への出品を奨励する事業 
  科学的思考力、自ら学ぶ意欲や知的好奇心、探究心を高め、学んだこと・調べたことな
どを論理的に考え表現する力を育成するという、「子ども科学展」の趣旨についての理解
が深まり、応募総数が年々増加している。 
４ 各種検定の受検を奨励する取組 
  児童生徒が目的意識をもち受検するために実施の通知をし、多くの学校で受検した。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 
「基礎・基本」定着状況調査

（小５・中２）質問紙の「家

庭学習時間１時間未満」の児

童・生徒の割合 

小学校 56.4% 

中学校 58.3% 

小学校53.1% 

中学校54.0% 

小学校 50.5% 

中学校 54.6% 

小学校 30.0％ 

中学校 20.0％ 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ きめ細やかな指導を推進する取組 
少人数別指導に焦点をあてた校内研修を実施することが必要である。 

２ 家庭学習を充実する取組 
  家庭学習の充実に向けた研修会を実施するとともに、家庭との連携の継続により、家庭
学習の時間を増やすことが必要である。 
３ 「広島県科学賞」への出品を奨励する事業 
  科学研究のレベルアップのための教職員の研修の充実を図ることが必要である。 
４ 各種検定の受検を奨励する取組 
  奨励時期を早め、目的意識を持たせることにより、受検者を増やすことが必要である。

改

善

の 

方

向

性 

１ きめ細やかな指導を推進する取組 
少人数別指導に焦点をあてた校内研修の実施 

２ 家庭学習を充実する取組 
  家庭学習の充実に向けた研修会の実施及び家庭との連携。 
３ 「広島県科学賞」への出品を奨励する事業 
  科学研究のレベルアップのための教職員の研修の充実及びおもしろ実験等の開催 
４ 各種検定の受検を奨励する取組 

  年度当初の奨励 
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評価点検シート 施策・事業名 思考力・判断力・表現力の育成 

教育総合推進計画掲載ページ ９ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 １ 確かな学力の向上 

重点目標 １ 「学ぶ」基盤の確立と学力向上 

目  的 思考力・判断力・表現力の育成 

 

 

内 

 

容 

 

１ ことばの教育を充実する取組 
  確かな学力の向上と豊かな人間性の育成を図ることをめざし､学習や生活の基盤と
なる「ことばの教育」を教育活動全般で推進する。 
２ 読書活動を推進する取組 
  本への興味を持ち､自主的な読書活動を行う子どもの育成をめざし､読書活動の充実
及び学校図書館の活性化を推進する。 
３ 「論理的な思考力」「豊かな感受性」「豊かな表現力」の育成を図る各種コンクール
の実施 
  思考力・表現力育成をねらいとし、各種コンクールを実施する。 
 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ ことばの教育を充実する取組 
  講師を招聘し、計画的に研修会を年間2回実施した。 
２ 読書活動を推進する取組 
  地域の特色を生かし保護者、地域と一体となった学校図書館を整備した。 
３ 「論理的な思考力」「豊かな感受性」「豊かな表現力」の育成を図る各種コンクール
の実施 
  俳句コンクール小学生約1,300人、論文コンクール中学生約1,200人が参加した。
 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

「基礎・基本」定着

状況調査（小５・中

２）児童・生徒質問

紙の「理由をつけて

話す」児童・生徒の

割合 

小学校67.2％

中学校52.4％

小学校64.7％

中学校58.1％

小学校65.7％ 

中学校58.4％ 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ ことばの教育を充実する取組 
各教科における言語活動の充実を図ることが必要である。 

２ 読書活動を推進する取組 
  授業における学校図書館を活用が十分でない。 
３ 「論理的な思考力」「豊かな感受性」「豊かな表現力」の育成を図る各種コンクール
の実施 

  各校における取組を充実させていくことが必要である。 

改

善

の 

方

向

性 

１ ことばの教育を充実する取組 
各校における言語活動の取組を交流する等の研修を実施する。 

２ 読書活動を推進する取組 
  図書館担当者研修会等において、学校図書館の活用事例の交流を行う。 
３ 「論理的な思考力」「豊かな感受性」「豊かな表現力」の育成を図る各種コンクール
の実施 

  各校において、これまでの成果を活かした取組を継続していく。 
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評価点検シート 施策・事業名 幼児教育の充実 

教育総合推進計画掲載ページ １０ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 １ 確かな学力の向上 

重点目標 ２ 社会の変化に対応した教育活動の推進 

目  的 幼児教育の充実 

 

 

内 

 

容 

 

１ 尾道つくしプランの実施 

  学校教育への円滑な接続と就学前の学びをふまえた指導の充実を図る。 

２ 基本的生活習慣の定着を推進する取組 

  家庭との連携を行い、基本的生活習慣を身につける取組を推進する。 

３ コミュニケーション力の育成を推進する取組 

  人と主体的にかかわることができる力を育成するための体験活動を推進する。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 尾道つくしプランの実施 

  尾道つくしプランの趣旨の共有化を図るため、幼保連絡協議会を実施した。 

２ 基本的生活習慣の定着を推進する取組 

「早寝・早起き・朝ご飯」の取組を全幼稚園・保育所で実施した。 

３ コミュニケーション力の育成を推進する取組 

幼小連携教育を推進する学校が増加した。（22/31校） 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

尾道市食育に関する

取組状況票の「朝食

を毎日食べる」幼児

（１歳半・３歳）の

割合 

－ 

92.6％ 

（1歳半） 

 

95.0％ 

（3歳） 

－ 

 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 尾道つくしプランの実施 

  尾道つくしプランの趣旨の共有化が不十分である。 

２ 基本的生活習慣の定着を推進する取組 

  「早寝・早起き・朝ご飯」の取組について家庭との連携を図るため、保護者対象の

食育に関する研修会等を実施する必要がある。 

３ コミュニケーション力の育成を推進する取組 

人と主体的にかかわる力の育成のため、幼小連携教育を推進する必要がある。 

 

改

善

の 

方

向

性 

１ 尾道つくしプランの実施 

  尾道つくしプランの各事業の趣旨の共有化に向け、幼保連絡協議会の内容の充実を

図る。 

２ 基本的生活習慣の定着を推進する取組 

  基本的生活習慣の定着に向け、就学前における保護者対象の研修会を実施する。 

３ コミュニケーション力の育成を推進する取組 

人と主体的にかかわる力の育成のため、引き続き幼小連携教育を推進する。 
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評価点検シート 施策・事業名 特別支援教育の充実 

教育総合推進計画掲載ページ １１ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 １ 確かな学力の向上 

重点目標 ２ 社会の変化に対応した教育活動の推進 

目  的 特別支援教育の充実 

 

 

内 

 

容 

 

１ 特別支援教育を充実する事業 

（１）教育的ニーズを的確に把握し、適切な指導助言及び連携等を図るため研修会を実

施する。 

（２）幼児児童生徒の自立と社会参加に向けた支援を充実させるため、有識者による委

員会や相談活動を実施する。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 特別支援教育を充実する事業 

（１）学校における特別支援教育の充実を目的に特別支援教育コーディネーター研修会

を１回実施した。 

   特別支援教育講座を県立教育センターのサテライト研修と兼ねて1回実施した。

（２）「尾道市の特別支援教育の現状と今後の方向性」を議題として、特別支援教育推進

委員会を1回開催した。また、大学教授、助教、保育士等による幼稚園、小学校、

中学校への教育支援訪問相談を22回実施した。 

 

 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

研修受講者の肯定的 

評価 
88％ 87％ 88％ 

 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 特別支援教育を充実する事業 

（１）特別支援教育の内容に係る教職員相互の連携が不十分であり、研修会の内容が校

内で周知できていない。 

   保護者の声（教育的ニーズ）を踏まえた特別支援教育の研修が必要である。 

（２）同じ訪問相談員による継続した支援を行い、取組の成果の検証を行う必要がある。

 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 特別支援教育を充実する事業 

（１）校内推進委員会の持ち方や内容にかかる情報交換の場を研修会の中で設定し、校

内での還元を徹底する。 

   実態把握、授業における個別の支援の仕方等、具体的なニーズに焦点を当てた研

修の実施を行う。 

（２）同一の教育支援訪問相談による継続した支援を定期的に行うよう相談員の委嘱と

体制づくりを行う。 
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評価点検シート 施策・事業名 キャリア教育の充実 

教育総合推進計画掲載ページ １１ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 １ 確かな学力の向上 

重点目標 ２ 社会の変化に対応した教育活動の推進 

目  的 キャリア教育の充実 

 

 

内 

 

容 

 

１ 職業観、勤労観の育成を図る職場見学・職場体験の実施 

適切な職業観、勤労観の育成を目指し、職場見学・職場体験を実施する。 

２ 夢と志の育成を図るおのみち「立志式」の開催 

  これからの人生を逞しく生き抜こうとする自覚・意欲を高めることをめざし、すべ

ての中学校2年生が自らの志を宣言する「志宣言」を書き、その代表が発表する「立

志式」を実施する。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 職業観、勤労観の育成を図る職場見学・職場体験の実施 

  中学校2年生が、キャリア教育の一環として5日間の職場体験を実施し、459 事業

所で1,179名の生徒が参加した。事業所からは、80％の肯定的な評価（「大変有意義で

あった」「有意義であった」）をいただいており、「職場体験は充実していた」に対する

中学生の肯定的な評価も、93％（「とてもそう思う」「そう思う」）にのぼっている。 

２ 夢と志の育成を図るおのみち「立志式」の開催 

  式典における、誓いのことば、激励のことばの後、5人の生徒が志宣言を行った。

 実施後の評価においては、90％以上の生徒が「立志式の実施」「志宣言」について肯定

的な評価を行い、また、同じく93％の生徒が「立志式が自分の生き方について考える

きかけになった」と回答している。 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

「基礎基本」定着状

況調査（小5・中2）

質問紙の「夢や目

標がある」児童・

生徒の割合 

小学校90.6％

中学校73.3％

小学校89.1％

中学校77.4％

小学校89.0％ 

中学校75.4％ 

 

 

 

課 

 

題 

１ 職業観、勤労観の育成を図る職場見学・職場体験の実施 

  職場体験学習においては、小学校の職場見学等との連携の上に系統的に取り組むこ

とが必要である。 

２ 夢と志の育成を図るおのみち「立志式」の開催 

  「立志式」での取組を各学校の教育活動に生かせるよう、「校内立志式」に取り組む

学校をさらに増やしていくことが必要である。 

改

善

の 

方

向

性 

１ 職業観、勤労観の育成を図る職場見学・職場体験の実施 

わたしのキャリアノートなどを活用した小中連携の充実を図っていく。 

２ 夢と志の育成を図るおのみち「立志式」の開催 

校内「立志式」等の取組を広くＨＰ、学校だより等で還元していく。 
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評価点検シート 施策・事業名 国際理解教育の充実 

教育総合推進計画掲載ページ １２ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 １ 確かな学力の向上 

重点目標 ２ 社会の変化に対応した教育活動の推進 

目  的 国際理解教育の充実 

 

 

内 

 

容 

 

１ 国際交流活動を推進する事業 

  全校に外国語指導助手（ALT）を派遣し、実践的コミュニケーション能力の育成をめ

ざし、外国語指導助手（ALT）の授業への活用を図る。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 国際交流活動を推進する事業 

全小中学校へALTの派遣を行った。 

 

 

 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

「基礎・基本」定着

状況調査の英語の 

県平均と本市の差 

+0.8ポイント -1.8ポイント +1.7ポイント ±０ポイント 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 国際交流活動を推進する事業 

（１）小学校高学年における外国語活動の学習内容の充実が不十分である。 

（２）外国語指導助手（ALT）を活用した異文化理解・国際交流活動を促進することが必
要である。 

 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 国際交流活動を推進する事業 

（１）「基礎・基本」定着状況調査の結果分析に基づく指導改善を継続的に実施する。 

（２）各校における授業等において、異文化理解・国際交流活動に係る学習を実施する。
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評価点検シート 施策・事業名 情報教育の充実 

教育総合推進計画掲載ページ １２ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 １ 確かな学力の向上 

重点目標 ２ 社会の変化に対応した教育活動の推進 

目  的 情報教育の充実 

 

 

内 

 

容 

 

１ 情報教育環境の整備 

ＩＣＴを効果的に活用できる環境の充実を図るため、情報教育機器の整備をする。

（１） 校務用のＰＣを職員数比100％整備を維持する。 

（２） 教員を対象としたプレゼンテーションを実施する。 

２ ＩＣＴ活用指導力の向上を図る事業 

 教職員のＩＣＴ活用能力の向上を図るため、研修会を実施する。 

 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 情報教育環境の整備 

（１）校務用のＰＣを職員数比100％整備を維持した。 

（２）教員を対象としたプレゼンテーションを1回実施した。 

２ ＩＣＴ活用指導力の向上を図る事業 

  教員が効果的に情報教育機器を用いた授業を行うことができるよう、児童生徒の情

報活用能力の育成のあり方や情報モラルの指導のあり方、及び電子黒板の活用の仕方

等を研修する情報教育担当者研修会を1回実施した。 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

文部科学省調査の設

問「授業中にＩＣＴ

を活用して指導する

ことができる」の 

肯定的回答割合 

56.9％ 51.3％ ― 

 

課 

 

題 

１ 情報教育環境の整備 

情報教育の環境や情報教育機器が有効に活用されていない。 

２ ＩＣＴ活用指導力の向上を図る事業 

  電子黒板が継続的に活用されていない。 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 情報教育環境の整備 

情報教育の環境や情報教育機器の有効な活用事例の交流及び演習を中心とする研修

を実施する。 

２ ＩＣＴ活用指導力の向上を図る事業 

利用簿の設置等、電子黒板を活用する回数を増やす取組を実施する。 

電子黒板を活用した研究授業を実施する。 
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評価点検シート 施策・事業名 豊かな体験活動の充実 

教育総合推進計画掲載ページ １４ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 ２ 豊かな人間性の育成 

重点目標 １ 豊かな心の育成 

目  的 豊かな体験活動の充実 

 

 

内 

 

容 

 

１ まちづくりに参画する意識を高める各種コンテストの実施 

  ふるさと尾道に対する郷土意識を育むため、各種コンテストへの参加を通して芸術

文化都市尾道のまちづくりに参画する。 

２ 中学生の交流を推進する事業 

  他校との交流を通して、愛校心を喚起するとともに、尾道市の中学生であることを

自覚し、ともに向上しようとする意識・態度を育てる活動を展開する。 

３ 小中学校の芸術活動を推進する事業 

 豊かな人間性を育成するために、学校教育での芸術活動を振興する。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ まちづくりに参画する意識を高める各種コンテストの実施 

  小中学生環境フォトコンテストを実施した。 

２ 中学生の交流を推進する事業 

  リーダー研修会を実施した。まちづくり参画のための協議内容の改善等により肯定

的評価の割合が増加した。 

３ 小中学校の芸術活動を推進する事業 

  感動と夢の学校音楽振興事業、小中学校音楽コンクール、小中学校芸術祭を実施し

た。質の高い発表や作品を見ることにより、年々全体の質が向上してきている。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 
基礎・基本定着状況調査

（小５・中２）質問紙

の「地域や子ども会な

どの行事に参加してい

る」児童・生徒の割合 

小学校80.0％

中学校47.5％

小学校75.2％

中学校52.6％

小学校77.3％ 

中学校53.5％ 

 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ まちづくりに参画する意識を高める各種コンテストの実施 

  今後も、コンクール、コンテスト等への参加率の向上が必要である。 

２ 中学生の交流を推進する事業 

  リーダー研修会での成果を各中学校に広げるとともに、各学校の教育活動をさらに

充実させる必要がある。 

３ 小中学校の芸術活動を推進する事業 

  教員の指導技術の向上をはかり、質の向上を継続する必要がある。 

改

善

の 

方

向

性 

１ まちづくりに参画する意識を高める各種コンテストの実施 

参加者への周知を早めに行う。 

２ 中学生の交流を推進する事業 

リーダー研修会において、各中学校の先進的な取組を紹介する場を設定する。 

３ 小中学校の芸術活動を推進する事業 

芸術祭のコンクールの審査員等の講評を各学校に還元していくなど指導力の向上を

図る。 
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評価点検シート 施策・事業名 公共心・道徳性の涵養 

教育総合推進計画掲載ページ １５ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 ２ 豊かな人間性の育成 

重点目標 １ 豊かな心の育成 

目  的 公共心・道徳性の涵養 

 

 

内 

 

容 

 

１ 道徳性を育成する「おのみち『心の元気』ウィーク」の実施 

  児童生徒の道徳性の育成をめざし、学校･家庭･地域が一体となった活動を展開する。

２ 社会貢献活動を推進する取組 

  児童生徒の道徳性の育成をめざし、地域を中心とした社会貢献活動を推進する。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 道徳性を育成する「おのみち『心の元気』ウィーク」の実施 

  全校による道徳の時間の地域公開を実施した。また、同日、学校・家庭・地域が協

働して地域貢献活動を実施した。中学校参加者の評価をあげるため各学校で道徳の指

導案の検討や校内研修を行った。 

その結果、公開授業・地域貢献活動とも、参加者アンケートの肯定率が90％を超え、

児童生徒の参加態度のよさが評価されている。 

２ 社会貢献活動を推進する取組 

  ボランティア団体、ＮＰＯ団体等と連携した各校独自の社会貢献プランを作成し実

施した。また、学校、地域により取組の差があったため、地域の祭りのボランティア

や高齢者交流など、地域の状況に応じて取組をすすめた。 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

社会貢献活動参加人数 

児童生徒数に対する保 

護者の参加割合 

4,017人 

50％ 

4,855人 

60％ 

3,870人 

59％ 

 

 

課 

 

題 

 

１ 道徳性を育成する「おのみち『心の元気』ウィーク」の実施 

道徳の時間の内容を充実させていくことが必要である。 

２ 社会貢献活動を推進する取組 

社会貢献活動への保護者の参加割合をさらに高めていくことが必要である。 

 

 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 道徳性を育成する「おのみち『心の元気』ウィーク」の実施 

校内研修を継続、さらに発展させながら、参加者の肯定的評価を継続していく。 

  地域教材を題材にした魅力的な道徳の授業を展開していく。 

２ 社会貢献活動を推進する取組 

社会貢献活動への保護者及び地域の参加についての呼びかけを行う。 
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評価点検シート 施策・事業名 生徒指導の充実 

教育総合推進計画掲載ページ １６ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 ２ 豊かな人間性の育成 

重点目標 １ 豊かな心の育成 

目  的 生徒指導の充実 

 

 

内 

 

容 

 

１ 問題行動への対応を充実する事業 

  きめ細やかな生徒指導の充実をめざし、組織的な生徒指導体制を確立する。 

２ 不登校への対応を充実する事業 

  不登校の未然防止及び不登校児童生徒への組織的な指導体制の確立をめざす。 

３ 教育相談活動を充実する事業 

  不登校及び不登校傾向の児童生徒へのきめ細やかな対応をめざし、多様な教育相談

 活動を展開するとともに、学校支援を行う。 

 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 問題行動への対応を充実する事業 

  生徒指導体制の一層の充実をめざし、生徒指導主事研修会を2回実施した。また、

 生徒指導支援講師を4校に配置した。 

２ 不登校への対応を充実する事業 

  個別指導記録票を作成した。 

３ 教育相談活動を充実する事業 

  適応指導教室への年間63名の来談者数があった。また、2名のスクールソーシャ 

 ルワーカーの活用により、相談活動の充実を図ることができた。 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

問題行動の発生数 

・いじめ 

・暴力行為 

21件 

41件 

20件 

50件 

20件 

50件 

15件 

30件 

 

課 

 

題 

 

 

１ 問題行動への対応を充実する事業 

組織的な生徒指導の実施が不十分である。 

２ 不登校への対応を充実する事業 
  関係機関相互の連携をさらに充実させる必要がある。 
３ 教育相談活動を充実する事業 
  計画的な相談活動を実施していく必要がある。 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 問題行動への対応を充実する事業 

小中連携による計画的、継続的な会議を開催し、各校の取組の交流を行う。 

２ 不登校への対応を充実する事業 

  適応指導教室連絡協議会を定期的に開催するとともに、連携内容の改善を図る。 

３ 教育相談活動を充実する事業 

  スクールソーシャルワーカーの活用計画表を作成し、家庭及び児童生徒への的確な

支援及び児童への相談活動を行う。 
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評価点検シート 施策・事業名 体力つくりの充実 

教育総合推進計画掲載ページ １８ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 ２ 豊かな人間性の育成 

重点目標 ２ 健やかな体の育成 

目  的 体力つくりの充実 

 

 

内 

 

容 

 

１ 体力の向上を図る事業 

  児童生徒一人一人が目標をもって運動に取り組むために、小中学校において新 

 体力テストを実施し、その結果を児童生徒の体力と運動能力の向上に生かす。 

 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 体力の向上を図る事業 

  小中学校において、児童生徒の体力・運動能力の状況を把握するため、全校で 

新体力テストを実施した。 

体力の合計点は、女子は小中学校全学年において県平均を上回っているが、男子 

の小学校5年生及び中学校1～3学年は県平均を下回っている。 

新体力テストの結果から、体力・運動能力向上のための指導方法等の改善計画を 

盛り込んだ体力向上のための推進計画を教育計画に組み込んでいる学校がある。 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

新体力テストの体力

合計点が県平均を上

回る学年（男女別） 

－ － 

男子 

５学年/９学年 

女子 

９学年/９学年 

男子 

９学年/９学年 

女子 

９学年/９学年 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 体力の向上を図る事業 

（１）中学校男子は、全学年において体力の合計点が県平均を下回っており課題がある。

また、測定種目別の結果から、男女共に握力（筋力）と50ｍ走（走力）に課題があ

る。（県平均を下回った学年の割合：約72％） 

（２）児童生徒や保護者に対して、体力向上に向けた意識啓発を図る取組が不十分であ

る。 

 

 

改

善

の 

方

向

性 

１ 体力の向上を図る事業 

（１）児童生徒の体力や運動能力の必要性等に対する理解を深めるための研修会を実施

する。 

（２）ホームページの掲載等積極的な情報発信と家庭を巻き込んだ取組を充実させる。
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評価点検シート 施策・事業名 食育・健康教育の充実 

教育総合推進計画掲載ページ １９ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 ２ 豊かな人間性の育成 

重点目標 ２ 健やかな体の育成 

目  的 食育・健康教育の充実 

 

 

内 

 

容 

 

１ 食育・健康教育を充実する取組 

学校における系統的な食育・健康教育を確立させ、児童生徒の健康づくりの推進を

図る取組を実施する。 

２ 食生活や健康への興味･関心の向上を図る健やかフェスタの実施 

児童生徒の食生活や健康に対する興味・関心の向上を図るため、児童生徒・保護者

及び地域が共同する事業を実施する。 

３ 基本的生活習慣づくりを推進する取組 

  基本的生活習慣の確立を図るため、「早寝・早起き・朝ご飯」運動の取組を実施する。

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 食育・健康教育を充実する取組 

食育研修会の実施を実施し、栄養３食・３色運動の周知を図った。毎月19日を「感

謝・完食の日」として、食べ物を無駄にしない運動を実施した。 

２ 食生活や健康への興味･関心の向上を図る健やかフェスタの実施 

おのみち市民健康まつりと連携して、健やかフェスタを実施した。 

３ 基本的生活習慣づくりを推進する取組 

給食指導、給食放送、試食会、たより等で「早寝・早起き・朝ご飯」運動の啓発を

実施した。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

「基礎・基本」定着

状況調査（小5・中2）

の質問紙の「毎日朝

食を食べる」児童・

生徒の割合 

小96.1％ 

 

中91.4％ 

小96.9％ 

 

中92.8％ 

小96.7％ 

 

中94.1％ 

 

 

 

課 

 

題 

 

１ 食育・健康教育を充実する取組 

食育の取組を具体化させることが不十分である。 

２ 食生活や健康への興味･関心の向上を図る健やかフェスタの実施 

単独の事業で終わっている面がある。 

３ 基本的生活習慣づくりを推進する取組 

  「早寝・早起き・朝ご飯」運動の啓発が不十分である。 

改

善

の 

方

向

性 

１ 食育・健康教育を充実する取組 

尾道市食育推進計画の周知を継続して行う。 

２ 食生活や健康への興味･関心の向上を図る健やかフェスタの実施 

全市的な健康教育と関連させるような内容にする。 

３ 基本的生活習慣づくりを推進する取組 

  「早寝・早起き・朝ご飯」運動の啓発方法や内容を改善する。 
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評価点検シート 施策・事業名 活力・魅力ある学校づくりの推進 

教育総合推進計画掲載ページ ２０ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 ３ 信頼される学校づくり 

重点目標 １ 特色ある学校づくりの推進 

目  的 活力・魅力ある学校づくりの推進 

 

 

内 

 

容 

 

１ 特色ある教育研究を推進する事業 

  市の教育課題を実践的に研究する学校を指定し、本市教育の課題解決を図る。また、

教育課題に係る研究をより効果的に進めるために複数校が共同で研究を進める。 

２ 潤いのある学校づくりを推進する取組 

  地域に奉仕し、学校を愛する心を育てるとともに、豊かな情操と感性を育てるため、

花いっぱい運動を推進する。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 特色ある教育研究を推進する事業 

  本市における教育課題の解決及び教育の質の向上をめざし、教育研究指定校を6校、

教科等研究指定校を7校指定した。広く研究内容の普及に努め、尾道市内全校に研究

成果を発信した。 

さらに、同一校種間による共同研究、また校種間をこえた幼保小中共同研究を推進

したり、他校の研究成果を積極的に取り入れたりする学校が増加してきている。 

２ 潤いのある学校づくりを推進する取組 

  花いっぱい運動や校内掲示の充実を継続して推進することで、児童生徒による環境

整備を促進することができ、市の緑化コンテストで受賞した。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

基礎・基本定着状況調査

（小５・中２）質問紙

の「学校は楽しい」児

童・生徒の割合 

小 85.5％ 

中 79.3％ 

小 83.2％ 

中 83.2％ 

小 85.7％ 

中 82.3％ 

 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 特色ある教育研究を推進する事業 

指定校の研究成果を市内により還元していくことが必要である。 

さらに幼保（公私含める）とともに共同研究を推進していく必要がある。 

２ 潤いのある学校づくりを推進する取組 

  児童生徒による環境整備をさらに促進させることが必要である。 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 特色ある教育研究を推進する事業 

  教育研究指定校及び教科等研究指定校の公開研究会を市教委主催の研修会（教科等

研修会）と兼ねる。 

２ 潤いのある学校づくりを推進する取組 

今後も、花いっぱい運動や校内掲示の充実を継続して推進する。 
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評価点検シート 施策・事業名 尾道南高等学校の教育活動を充実する取組 

教育総合推進計画掲載ページ ２０ 所管課 学校経営企画課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 ３ 信頼される学校づくり 

重点目標 １ 特色ある学校づくりの推進 

目  的 活力・魅力ある学校づくりの推進 

 

 

内 

 

容 

 

１ 尾道南高等学校の教育活動を充実する取組 

働きながら学ぶ生徒の確かな学力と豊かな人間性を育て、立派な社会人として商都

尾道に貢献する人材を育成するため、米づくり体験等の活動や公開研究会開催に対す

る支援を行い、多様な生徒のニーズに応える特色ある教育活動の充実を図る。 

 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 尾道南高等学校の教育活動を充実する取組 

（１）公開授業研究会・教育研究発表会には、指導主事を派遣し、きめ細やかな指導助

言を行った。 

（２）授業では、基礎・基本の徹底とことばの教育を中心に据え、生徒を活動させる授

業づくりに向けて授業改善を図った。授業参観・指導助言を日常化するなど、積極

的な改革・改善を進めた。教育研究発表会、オープンスクール、文化祭においては、

参加者数も一定の確保ができ、着実な成果が表れている。 

（３）他校と合同で一連の米づくり体験の取組を実施するとともに、収穫物を文化祭 

  や調理実習で活用を図ることにより、それぞれの活動を連鎖させた取組ができた。

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

学校実施アンケート

の「学んだり体験し

たことを将来の生活

に生かそうとしてい

る」生徒の割合 

- 76.6％ 89.2％ 80.0％以上 

 

課 

 

題 

 

１ 尾道南高等学校の教育活動を充実する取組 

（１）多様な生徒実態に対する授業規律の確保と生徒指導上の課題解決 

（２）社会人として確かな将来設計を持てる生徒の育成 

（３）家庭や地域を巻き込んだ積極的な学校運営の推進 

 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 尾道南高等学校の教育活動を充実する取組 

（１）生徒個々の状況をきめ細やかに把握し、実態に応じた特色ある教育活動を推進 

する。 

（２）キャリア教育、人権教育及び特別支援教育の視点を踏まえ、体験活動や地域貢献

活動等、特色ある取組の一層の充実を図る。 

（３）学校だより「尾道南高だより」とホームページ充実、及び学校周辺の環境整備等

において町内会と連携を図ることにより、公開性を高めるとともに積極的な情報公

開の推進を図る。 
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評価点検シート 

評価点検シート 施策・事業名 学校選択制度を充実する取組 

教育総合推進計画掲載ページ ２１ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 ３ 信頼される学校づくり 

重点目標 １ 特色ある学校づくりの推進 

目  的 特色ある教育システムの充実 

 

 

内 

 

容 

 

１ 学校選択制度を充実する取組 

（１）保護者、児童生徒の多様なニーズに応えるため、学校選択制度を充実する。 

（２）特色ある学校づくりを展開し、学校の活性化を図り、開かれた学校づくりを促進

する。 

取 

 

組 

 

状 

 

況 

 

と 

 

成 

 

果 

１ 学校選択制度を充実する取組 

（１）学校紹介冊子の作成と配付、「広報おのみち」への掲載等をとおし、保護者への

周知を図った。 

（２）学校選択制度を利用し、入学希望申請のあった学校は、小学校 21 校、中学校 11

校であった。 

   

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

尾道市学校選択制度 

に関する保護者アン 

ケートの「学校選択 

制度は今後も継続す 

べきと思う」保護者 

の割合 

― 
小 80.0％ 

中 84.0％ 
― 

 

 

課 

 

題 

 

１ 学校選択制度を充実する取組 

（１）学校選択希望申請者が受入可能人数を超えて抽選対象校となる学校が、例年小学

校1校、中学校1校ありほぼ固定化しており偏りが見られる。 

（２）平成22年度アンケート結果から地域とのつながりの変化について、児童（15.1％）

生徒（11.5％）小学校保護者（27.0％）中学校保護者（6.0％）が弱くなったと感

じている。 

 

改

善

の

方

向

性

 

１ 学校選択制度を充実する取組 

（１）各学校とも、児童生徒及び保護者から選択されるための特色ある学校づくりを展

開し、学校の活性化を図り、開かれた学校づくりを推進しており、引き続き制度の

充実に取り組む。 

（２）地域の行事への参加を継続するとともに、参加した児童生徒の達成感をさらに高

めるよう参加方法の工夫改善を図る。 
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評価点検シート 施策・事業名 小中学校適正配置の推進 

教育総合推進計画掲載ページ ２１ 所管課 学校経営企画課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 ３ 信頼される学校づくり 

重点目標 1 特色ある学校づくりの推進 

目  的 より良い教育条件・環境の実現 

 

 

 

内 

 

容 

 

１ 小中学校適正配置を推進する取組 

  より良い教育条件・環境の実現を目指し、全市を対象とした小中学校の配置の見直

しを行う。 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 小中学校適正配置を推進する取組 

当市の長期的な市立小中学校の適正配置に関する基本方針として、「尾道市立小中学

校再編計画」を策定し、平成23年12月に公表した。 

  計画中、短期的な取組みが必要となる旧尾道北部地域・向島地域・因島南地域・生

 口島地域については、説明会の開催などにより、保護者・地域との合意形成に努めた。

  生口島地域については平成25年4月の統合について合意に達した。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

－ － － － － 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 小中学校適正配置を推進する取組 

学校統合検討対象校の保護者や地域住民に対し、理解が得られるよう協議を進めて

いるが、旧尾道北部地域・向島地域・因島南地域については合意には至っていない。

多くの学校は地域コミュニティの中心的な役割も担っており、学校統合後の地域の

つながりに関しても配慮する必要がある。 

 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 小中学校適正配置を推進する取組 

地元関係者との協議を継続実施するとともに、課題事項の抽出及び対応策の検討を

行なう。 
  教育委員会部局以外の部署とも連携を行ない、学校廃校後の跡地利用等について検

討を行なう。 
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評価点検シート 施策・事業名 地域に開かれた学校づくり 

教育総合推進計画掲載ページ ２２ 所管課 学校経営企画課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 ３ 信頼される学校づくり 

重点目標 １ 特色ある学校づくりの推進 

目  的 地域に開かれた学校づくり 

 

 

内 

 

容 

 

１ 学校評議員等を活用促進する事業 

  地域の実情に応じた「特色ある学校づくり」を推進するため、学校運営に地域住民

や保護者が参画できる機会を提供する。 

２ 学校運営協議会を充実する取組 

学校運営に地域住民及び保護者などが参画することにより、学校運営の基本的な方

針の決定や教育活動の実践に地域のニーズを的確かつ機動的に反映させるとともに、

地域に開かれた信頼される学校づくりに向けた体制の確立を図る。 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 学校評議員等を活用促進する事業 

  平成14年4月1日から施行されている尾道市学校評議員設置要綱により、学校評議

員は、校長の推薦に基づき、教育委員会議の承認を受け、教育委員会が委嘱している。

推薦者についての、高齢化、男女比等の課題が改善された。 

２ 学校運営協議会を充実する取組 

  学校運営協議会のシステムを確立することができた。ミッション・ステートメント

に基づいた評価に関わる部分を教育活動に反映させることができた。 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

 

コミュニティ・スク

ール指定校の数 

 

１ １ １ ２ 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 学校評議員等を活用促進する事業 

  学校評議員の年齢構成、男女比が維持されるよう、適正な推薦や任務遂行が行われ

るための体制を整える。 

２ 学校運営協議会を充実する取組 

学校や委員のニーズを把握し、より効率的・効果的な協議会となるようなシステム

の確立を図る。 

  

改

善

の 

方

向

性 

１ 学校評議員等を活用促進する事業 

学校評議員の推薦、研修等、学校評議員の資質向上に関わるニーズを把握し、適正

な推薦や任務遂行が行われるような体制を整える。 

２ 学校運営協議会を充実する取組 

学校経営の柱に「開かれた学校づくり」の視点が取り入れられるよう、「コミュニテ

ィ・スクール推進への取組」事業における研究を推進する。 
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評価点検シート 施策・事業名 是正指導の徹底 

教育総合推進計画掲載ページ ２３ 所管課 学校経営企画課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 ３ 信頼される学校づくり 

重点目標 ２ 学校経営改革の推進 

目  的 是正指導の徹底 

 

 

内 

 

容 

 

１ 是正指導を定着する取組 

  法令等に則り、一層適正に学校運営と教育指導が行われるよう、是正指導の徹底と

内実化を図り、教育改革の基盤づくりを行う。 

 

 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 是正指導を定着する取組 

（１）学校運営組織の機能化・活性化 

校長会議、校長会において学校管理運営指導を図るため、管理職研修会を実施した。

また、学校評価表や自己申告書に基づき、学校管理運営に係るヒアリングを実施した。

（２）服務規律の徹底 

定期的な服務規律研修会として、校長会議、校長会において服務規律確保に向けた

指導を実施した。また、時宜を得た服務規律確保の徹底を図るため臨時校長会議を開

催した。 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

 

是正指導項目の 

実施の割合 

 

100％ 100％ 100％ 100％ 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 是正指導を定着する取組 

（１）学校運営組織の機能化・活性化 

  学校管理運営に係るヒアリングは実施したが、学校評価表に係るヒアリングは実施

できなかった。 

（２）服務規律の徹底 

体罰・文書管理等、服務規律に係る事案が生起した。 

 

 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 是正指導を定着する取組 

（１）学校運営組織の機能化・活性化 

公開性・信頼性を高める学校評価のあり方を検討する。 

（２）服務規律の徹底 

  学校の実態等に応じた効果的な研修会の実施を検討する。 
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評価点検シート 施策・事業名 学校の自主性・自律性の確立 

教育総合推進計画掲載ページ ２３ 所管課 学校経営企画課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 ３ 信頼される学校づくり 

重点目標 ２ 学校経営改革の推進 

目  的 学校の自主性・自律性の確立 

 

 

内 

 

容 

 

１ 学校評価システムを充実する取組 

  学校評価結果を保護者や地域と共有し、学校の改善につなげるようにするため、管

理職研修会を実施する。 

２ 適正な人事評価を充実する取組 

  教職員一人一人の意識改革や意欲・資質・指導力の向上を図るとともに、適正な人

事評価をするため、自己申告による目標管理を実施する。 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 学校評価システムを充実する取組 

管理職研修会において、学校評価の意義や効果的な実施方法などの理解の促進を図

るとともに、協議を取り入れ、意見交流や情報交換の場を設定し、学校評価の有効な

活用と学校評価結果の公表が行われた。 

２ 適正な人事評価を充実する取組 

校長の自己申告書に基づいたヒアリングを通して、教職員が学校経営計画と学校評

価、自己申告の連鎖を図れるように指導した。 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

管理職研修会の実施

回数 

自己申告の提出率 
- 

19回 

100％ 

18回 

100％ 

19回 

100％ 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 学校評価システムを充実する取組 

学校経営計画と学校評価のリンクが十分に図れていない。また、目標の重点化が十

分ではない。 

２ 適正な人事評価を充実する取組 

学校経営理念を熟知し、学校経営計画と学校評価、自己申告の連鎖を明確にする。

 

 

改

善

の

方

向

性 

１ 学校評価システムを充実する取組 

校長の経営理念、経営計画が具現化された、学校評価となるよう目標連鎖、目標の

重点化が図れるよう、指導助言を行う。 

２ 適正な人事評価を充実する取組 

「夢と志を抱く子どもの育成」へ向けた、各校の学校経営理念や経営計画が各教職

員に理解され、組織的な取組ができる学校経営基盤を確立する。 
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評価点検シート 施策・事業名 教職員の資質･指導力の向上 

教育総合推進計画掲載ページ ２４ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 ３ 信頼される学校づくり 

重点目標 ２ 学校経営改革の推進 

目  的 教職員の資質･指導力の向上 

 

 

内 

 

容 

 

１ 教員の資質・能力の向上を図る職能別研修の実施 

  教員の資質･能力を高めるため、経験年数やニーズ等に応じた研修を実施する。 

２ 授業力の着実な向上を図る授業観察システムの導入 

  授業づくりや板書等、教員一人一人の授業力の着実な向上をめざして、授業観察シ

ステムの導入を図る。 

３ 校内研修の充実を図る学校訪問指導の実施 

  校内研修等における指導の充実を図るため、指導主事等を派遣する。 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

１ 教員の資質・能力の向上を図る職能別研修の実施 

（１）尾道市初任者研修を3回実施した。 

（２）尾道市経験者（2年・3年目）研修を1回実施した。 

（３）主任等研修を各2～4回実施した。 

２ 授業力の着実な向上を図る授業観察システムの導入 

  授業評価表を活用した授業研究を80％以上の小中学校で実施した。 

３ 校内研修の充実を図る学校訪問指導の実施 

  各校の校内研修等へ計画的・継続的に指導主事等を派遣した。（年間331回） 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

「基礎基本」定着状

況調査通過率の県

平均と本市の差 

小 ±０ 

中 -0.8 

小 +0.6 

中 -1.8 

小 +2.3 

中 +1.1 

 

 

課 

 

題 

 

１ 教員の資質・能力の向上を図る職能別研修の実施 

  各種研修会の計画的実施と、校内への還元が不十分である。 

２ 授業力の着実な向上を図る授業観察システムの導入 

  授業研究における研究協議の深まりが不十分である。 

３ 校内研修の充実を図る学校訪問指導の実施 

  各校への系統的な指導が不十分である。 

   

 

改

善

の 

方

向

性 

１ 教員の資質・能力の向上を図る職能別研修の実施 

  各種研修会のニーズをとらえた計画的実施及び全校における還元方法の改善を図 

る。 

２ 授業力の着実な向上を図る授業観察システムの導入 

  観察の視点の焦点化及び各校の課題(実態)に応じた授業評価表の見直しを図る。 

３ 校内研修の充実を図る学校訪問指導の実施 

  1校へ複数の指導主事を派遣し、多面的・多角的な実態把握を行う。 
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評価点検シート 施策・事業名 異校種間連携教育の推進 

教育総合推進計画掲載ページ ２５ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 ３ 信頼される学校づくり 

重点目標 ２ 学校経営改革の推進 

目  的 異校種間連携教育の推進 

 

 

内 

 

容 

 

１ 異校種間連携による教育活動を推進する取組 

  地域の特色を生かした幼保小連携教育を推進し、系統的かつ効果的な教育内容を創

造する。 

２ 幼保小中学校の連携教育を推進する取り組み 

  校種間の研修、授業交流等を行い、「小１プロブレム」「中１ギャップ」解消を図る。

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 異校種間連携による教育活動を推進する取組 

（１） 国の指定による幼小連携教育の研究を1地域で指定を受け、その連携教育の具体

的な内容について公開研究会を実施し、市内に情報発信することができた。 

（参加者 60名） 

（２）市内全ての就学前教育施設長及び小学校を対象とした幼保小合同研修会を実施し、

連携教育の重要性について共通認識を図ることができた。 

参加者 公立保育所19名、法人保育園10名、公立幼稚園20名、 

私立幼稚園6名 認可外保育所14名 小学校31名 合計100名 

２ 幼保小中学校の連携教育を推進する事業 

毎月の校長会等で、幼保小中学校の連携教育について指導を行った。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

幼小中連携プロジェ

クト組織のある校区 
5校区 5校区 6校区 

 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 異校種間連携による教育活動を推進する取組 

（１） 系統的な連携教育の推進が不十分である。 

（２） 改訂された学習指導要領や幼稚園教育要領及び保育所保育指針において重視さ

れている連携教育の推進が不十分である。 

２ 幼保小中学校の連携教育を推進する取組 

円滑な接続を図るために幼保小中連携教育が組織的に行われていない。 

 

 

改

善

の 

方

向

性 

１ 異校種間連携による教育活動を推進する取組 

（１）系統的な教育内容を創造に向け、異校種間の交流活動を実施する。  

（２）連携教育の重要性の再認識に向け、連携教育に係る研修会を実施する。 

２ 幼保小中学校の連携教育を推進する取組 

円滑な接続に向け、幼保小中連携プロジェクト会議を開催する。 
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評価点検シート 施策・事業名 自主的研修の奨励 

教育総合推進計画掲載ページ ２６ 所管課 教育指導課 

政策の柱 １ 夢と志を抱く子どもの育成 

基本方針 ３ 信頼される学校づくり 

重点目標 ２ 学校経営改革の推進 

目  的 自主的研修の奨励 

 

 

内 

 

容 

 

１ 尾道教育研究会を支援する取組 

（１）各教科等の教育内容や指導方法等の充実を図るため、授業研究等の部会の取組に

ついて、指導助言を行い、教員の授業力・指導力の向上を図る。 

（２）尾道教育研究会の研究の手法を指導し、教育研究を推進する。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 尾道教育研究会を支援する取組 

（１）尾道教育研究会主催の研修では、授業研究中心の研究が推進され、指導助言を各

部会で行うことができ（98 回）、教師の授業力の向上を図るための研修を行うこと

ができた。     

（２）教育研究が、より焦点化し、研究内容を共有化するために、研究の手法を仮説検

証型とする提案をし、次年度から本格実施できるよう指導した。 

   

 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

広島県「基礎・基本」

定着状況調査」（小

５・中２）通過率の 

県平均と本市との差 

小学校 

±０ 

中学校 

－0.8 

小学校 

＋1.2 

中学校 

－1.8 

小学校 

＋2.3 

中学校 

＋1.1 

 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 尾道教育研究会を支援する取組 

（１）各授業研究への参加者が少なく、研修内容の各校への還元が不十分である。 

（２）仮説検証型の研究に取り組むため、各部会との連携を密にする必要がある。 

改

善

の 

方

向

性 

１ 尾道教育研究会を支援する取組 

（１）授業研究の開催回数を制限し、各授業研究へ参加しやすい体制にする。 

（２）教育研究の推進に向け、研究手法について事例を示すとともに、部会と密に連携

を行う。 
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評価点検シート 施策・事業名 家庭教育支援事業の推進 

教育総合推進計画掲載ページ ２７ 所管課 生涯学習課 

政策の柱 ２ 学校・家庭・地域の協働による教育環境づくり 

基本方針 １ 家庭・地域の教育力の向上と活用 

重点目標 １ 家庭の教育力の向上 

目  的 家庭の教育力の向上 

 

 

 

内 

 

容 

 

１ 家庭教育講座の実施 

子育てが安心してできるよう、様々な機会を通じて、家庭教育の重要性や基本的生
活習慣、親子のあり方など家庭で必要な教育について、子どもの成長段階別(乳幼児
期・学童期･思春期・親育ち)に学習機会を提供する。 

２ 家庭教育を支援する体制の充実 

地域における推進体制を整えるため、子育てサポーター（子育て活動支援者）等の

養成や支援組織の育成を行う。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 家庭教育講座の実施 

保育所、幼稚園、小学校、中学校の保護者会や参観日、子育てサロンなどの活動日

を活用して家庭教育講座を41講座（乳幼児期20講座、学童期10講座、思春期2講座、

親育ち9講座）実施した。アンケート結果は、講座の内容が適切で家庭で役立てたい

との回答が多く、家庭教育の重要性を認識してもらえた。 

２ 家庭教育を支援する体制の充実 

家庭教育支援のための取組に携わる子育てサポーター等の資質向上を図るととも

に、地域における支援活動の企画・運営を担う人材を養成するため、子育て支援連続

講座を実施した。 

家庭教育支援の地域組織である向東地区家庭教育支援チームについて、講師謝金の

助成等の支援を行い、家庭教育講座を11講座実施した。 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

 

学習講座の参加者数 

 

1,672人 3,361人 4,100人 3,400人 

課 

 

題 

１  さらに、より多くの保護者等に受講してもらうよう取り組んでいく必要がある。 

２ 地域に根ざした家庭教育を推進するため、子育てサポーター等の資質向上を図ると

ともに、家庭教育支援チームについて引き続き支援する必要がある。 

改

善

の 

方

向

性 

１ 子育て講座の実施方法の工夫や、より広く市民への家庭教育の場を提供するととも

に、啓発資料の開発・配布など、きめ細かな取組を行う。 

２ 子育てサポーター等を対象に継続して情報交換会や研修を行い、資質向上を図る。

家庭教育支援チームについては、他地域の活動につながるよう引き続き支援していく。
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評価点検シート 施策・事業名 ボランティア活動の推進 

教育総合推進計画掲載ページ 28・29 所管課 生涯学習課 

政策の柱 ２ 学校・家庭・地域の協働による教育環境づくり 

基本方針 １ 家庭・地域の教育力の向上と活用 

重点目標 ２ 地域の教育力の向上と活用 

目  的 地域の教育力の向上 

 

 

 

 

内 

 

容 

 

１  自主的な学習活動の支援 

社会教育関係団体等の市民参加型の団体活動を支援するとともに、各種社会教育団体

の育成・自立のため、相談・指導を行う。 

２ 教育ボランティア等の発掘・養成 

学校や地域における子どもたちの活動を支援するボランティアを発掘するとともに、

意識醸成のための研修会を実施する。 

３ 学校支援活動の促進 

教育ボランティアの活動内容の拡充やボランティアリストの有効活用等により、地域

による学校教育を支援する体制を確立し、学校教育支援活動を促進する。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 自主的な学習活動の支援 

  社会教育関係団体への助成等により活動支援を行うとともに、市ＰＴＡ連合会等と連

携して家庭教育講演会等を実施することにより、協働による家庭及び地域の教育力の向

上が図られている。 

２ 教育ボランティア等の発掘・養成 

教育ボランティアを募集して作成したリストの中から学校が、登録者に各種の活動を

依頼した。教育ボランティアによる学校の環境整備、子ども達の通学の見守り等により、

学校教育活動の充実はもちろん、地域全体として教育力の向上が図られている。 
３ 地域教育支援活動促進事業の実施 

平成 22 年度まで国の委託事業として実施した学校支援地域本部事業の仕組みをより

地域主体の事業に見直し、地域教育支援活動促進事業として実施した（継続3校、新規

3校）。学校支援ボランティアの活動として、学習指導支援、環境整備支援、学校行事支援、

登下校安全指導、クラブ活動指導支援が実施され、地域と学校とのつながりが深まるととも

に、子どもたちが多様な経験の機会を得るなど、一定の定着と成果をあげた。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

教育ボランティア登録数 659人 531人 597人 700人 

 

課 

 

題 

 

１ 地域の活性化と連帯感を高めるため、社会教育関係団体等の市民参加型の団体活動を

引き続き支援する必要がある。 

２ 教育ボランティアの活動内容、事業の効果を学校・地域・家庭に広く周知し、より幅

広い年齢層のボランティアへの参加を呼びかけていく必要がある。 

３ すでに実施中の地区においては、定着に向けて引き続き支援するとともに、市内他学区に

おける事業実施を促進していく必要がある。 

改

善

の 

方

向 

性 

１ 引き続き社会教育関係団体への助成等により活動を支援するとともに、協働による取

組を進める。 

２ 教育ボランティアの活動事例等をパンフレットやチラシ等により広く周知するととも

に、新たな教育ボランティアの発掘や養成のための研修会を実施する。 

３ 全市的な事業展開とするために、今後も実施校（地域）を増やしていく。平成24年度

は、継続6校に加えて新規3校で実施予定。 

 



- 36 - 

評価点検シート 施策・事業名 放課後子ども教室推進事業 

教育総合推進計画掲載ページ ２９ 所管課 生涯学習課 

政策の柱 ２ 学校・家庭・地域の協働による教育環境づくり 

基本方針 １ 家庭・地域の教育力の向上と活用 

重点目標 ２ 地域の教育力の向上と活用 

目  的 地域の教育力の向上 

 

 

内 

 

容 

 

１ 放課後子ども教室推進事業の実施 

放課後等の子どもたちの安全・安心な居場所として放課後子ども教室を開設し、学

校・家庭・地域の協働により心豊かでたくましい子どもの育成を図る。 

（１）地域が一体となって子どもたちを支える体制を整備する。 

（２）子どもたちに体験・交流活動など豊かな活動内容を提供する。   

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１  放課後子ども教室推進事業の実施                                  

市内9小学校で、学校、ＰＴＡ、地域の関係者などで構成する実行委員会を組織し、

放課後子ども教室を開設・運営した。各教室では、地域の実情に応じたプログラムを

企画し、地域のボランティア指導者により子どもたちへ放課後等に学習、創作、文化、

スポーツ活動の体験活動や季節行事等を提供した。児童526人、指導員169人の登録

があった。      

（１）子どもたちの放課後等の活動として、家庭や学校活動にはない体験活動を提供す

ることができた。   

（２）地域の人との交流事業の実施により、子どもの社会性や協調性の育成と規範意識

の定着などの効果があった。 

（３）子どもを通して地域住民同士のつながりが深まり、地域が一体となって子どもた

ちを見守っていく意識の向上、環境づくりに役立っている。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

放課後子ども教室 

延べ参加児童数 
 30,293人 33,574人 28,063人   35,000人 

 

課 

 

題 

 

１ 指導員の確保及び資質の向上を図っていく必要がある。 

２ 放課後子ども教室のあり方や放課後児童クラブとの関係性について、国、県の動向

を注視しながら整理するとともに、両事業の併設箇所では連携や統一に向けて検討す

る必要がある。 

３ 毎日開催の教室については、クラブへの移行または開催日数の見直しを検討する必

要がある。 

 

改

善

の 

方

向

性 

１ 各実行委員会を通じて指導員の発掘・養成を行うとともに、県の研修会等に参加す

ることにより指導員の資質向上を図る。 

２ 両事業の趣旨等が違うため統一は難しいと判断される。毎日開設される児童クラブ

を基本に、子ども教室を週1回程度開設するという形を放課後対策の基本的なスタイ

ルとしながら、平成24年度に児童クラブが既に設置されている2箇所でモデル的に子

ども教室を週1回新設する。併せて、放課後対策がなく、子ども教室の開設ニーズが

ある１箇所でも週１回新設する。 

３ 毎日開催している教室の実行組織等へ説明し、理解を求めながら、クラブへの移行

または開催日数の見直しを検討していく。 
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評価点検シート 施策・事業名 次代を担う青少年の健全育成 

教育総合推進計画掲載ページ ３０・３１ 所管課 生涯学習課 

政策の柱 ２ 学校・家庭・地域の協働による教育環境づくり 

基本方針 ２ 地域との協働による青少年の健全育成 
重点目標 １ 次代を担う青少年の健全育成 
目  的 次代を担う青少年の健全育成 
 

内 

 

容 

１ 青少年の非行・被害等防止活動の推進 
青少年の健全育成のため、早期補導活動や来訪・電話等による相談活動を推進する。

２ 青少年を取り巻く有害環境対策の推進 
青少年の健全育成を阻害する恐れのある行為又は環境から青少年を守るため、環境

の浄化を図る。  
３ 電子メディア対策の推進 
電子メディアに関わる問題から、青少年を守るとともに、正しく使いこなせる力を

育てていくため、学校・保護者・地域・団体及び行政が協働・連携して対策を講じる。

４ 青少年の社会性や意欲を高める体験活動等の推進・促進 
青少年にとって、より効果的な実践活動の推進を図るとともに、青少年の社会参加

を促進し、青少年の社会性と自立性を高めるため、各種団体を支援する。 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

１ 青少年の非行・被害等防止活動の推進 
地区補導員会（21 地区）と連携し、合計 1,288 回の補導活動を行うとともに、49

件の相談活動を行った。（平成24年3月末現在） 
２ 青少年を取り巻く有害環境対策の推進 
市内27ヶ所に白ポストを設置し、有害図書類を回収するとともに、立入調査を実施

し、有害図書類販売等の指導を行った。 
３ 電子メディア対策の推進 
平成 21 年度策定した尾道市次世代育成のための電子メディア対策実施計画に基づ

き、事業を推進した。 
４ 青少年の社会性や意欲を高める体験活動等の推進・促進 
青少年健全育成作文を募集するともに、青少年健全育成大会を開催し、青少年健全

育成功労者・健全育成作文等の表彰や市内小中学校によるアトラクションを行った。

また、子ども会・海洋少年団に対し、助成等の支援を行い、活発な活動を促進した。

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標

家族ふれあいデー（ノーテ

レビデー）の実施率 
― 47.3％ 51.0％ 

 

課 

題 

１ 携帯電話やインターネット等の急激な発達や家庭形態の変化等、最近の青少年の健

全育成を阻害する要因は多様化している。 

改

善

の 

方

向

性 

１ 今後も、より一層、関係機関との連携強化を図りながら、時代やニーズにあった対

策を実施していく。 

２ 電子メディア対策については、平成24年度の事業実施状況を踏まえながら第2次計

画を策定する。事業のうち、家族ふれあいデーは、取組対象を小中学生に加えて幼児

にも拡大し、保護者に対しての啓発を推進する。 
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評価点検シート 施策・事業名 勤労青少年の健全育成事業 

教育総合推進計画掲載ページ ３２ 所管課 生涯学習課 

政策の柱 ２ 学校・家庭・地域の協働による教育環境づくり 

基本方針 ２ 地域との協働による青少年の健全育成 

重点目標 ２ 社会に貢献する勤労青少年の健全育成 

目  的 社会に貢献する勤労青少年の健全育成 

 

内 

 

容 

１ 勤労青少年に対して魅力ある教養講座・趣味講座等の提供と充実を図る。 

２ 勤労青少年の社会参加に向けた交流活動の促進を図る。 

３ 勤労青少年のニーズに応え、キャリアアップの支援や相談活動の実施を図る。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 魅力ある教養講座・趣味講座の充実 

（１）尾道勤労青少年ホーム 

   主催講座（年間・短期）を24講座実施するとともに、7クラブ（自主講座含む）

の活動を支援した。 

（２）因島勤労青少年ホーム 

   主催講座を12講座実施するとともに、9サークル（自主講座含む）の活動を支援

した。 

２ 勤労青少年の社会参加に向けた交流活動の促進 

（１） 尾道勤労青少年ホーム 

利用者の交流行事（地域貢献活動を含む）を10回実施し、他の勤労青少年ホー

ムとの交流会を2回実施した。 

（２） 因島勤労青少年ホーム  

利用者の交流行事（地域貢献活動を含む）を5回実施し、他の勤労青少年ホーム

との交流会を2回実施した。 

３ 勤労青少年のニーズに応える相談事業等の充実 

（１） 尾道勤労青少年ホーム 

   サービス・接遇検定講座（3級と2級・準1級）と働く人のメイク講座・子育て

講座を実施した。 

（２） 因島勤労青少年ホーム 

働く人のメイク講座と秘書検定講座を実施した。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

主催講座 

延べ参加者数 
3,620人 3,666人 3,879人 3,800人 

 

課 

 

題 

１ 継続的に勤労青少年のニーズに応じた講座の見直しが必要である。 

２ 勤労青少年のコミュニティ力や社会性を涵養するため、交流の機会を充実する必要

がある。 

３ 勤労青少年の社会人としての能力、可能性を高める自己啓発の機会の充実を図る必

要がある。 

改

善

の 

方

向

性 

１ 参加人数等をもとに講座の精選を図っていく。 

２ ホーム祭等の交流事業や地域貢献活動の内容の充実に努める。 

３ 引き続き資格検定に関わる講座を充実させ、キャリア支援を更に進めていく。 

 



- 39 - 

評価点検シート 施策・事業名 安全・安心で質の高い学校施設整備事業 

教育総合推進計画掲載ページ ３３ 所管課 庶務課・因島瀬戸田地域教育課 

政策の柱 ２ 学校・家庭・地域の協働による教育環境づくり 

基本方針 ３ 安全・安心で質の高い学校施設整備 

重点目標 １ 安全・安心で質の高い学校施設整備 

目  的 安全・安心な学校施設の整備 
 
 

 

内 

 

 

 

容 

１ 学校施設の耐震化 
耐震診断による構造耐震指針(Is値)の値が0.3に満たない倒壊の危険性が高い小・
中学校の校舎・屋内運動場の耐震化を優先的に実施し、児童・生徒の安全性を確保す
るとともに、災害時における住民の避難場所を確保する。 
２ 学校施設の改修 
  安全面・衛生面に重点を置き、老朽化した学校施設の大規模改修等を実施する。 
３ 熱中症対策事業 
  普通教室等に天井扇を設置し、園児・児童・生徒の学習環境の改善を図る。 
４ 向島中央小学校及び向島中央幼稚園改築事業並びに日比崎中学校校舎増築事業 
老朽化した学校施設を改築するとともに、生徒数の増加による教室数の不足に対応
するため中学校に仮設校舎を増築することにより、安全で快適な教育環境を整備する。

 

 

 

 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 学校施設の耐震化 
耐震診断・実施設計業務については、平成22年度から繰越しとなっていた校舎1 
棟と屋内運動場3棟は完了したが、平成23年度に同業務を委託した校舎31棟につい
ては、耐震診断・実施設計業務の遅れにより繰越しとなった。 
また、平成22年度から繰越しとなっていた耐震改修工事7棟は完了した。内訳は、
土堂小学校屋内運動場、向東小学校屋内運動場、栗北小学校屋内運動場、因北小学校
1号棟、因北小学校屋内運動場、久保中学校南校舎(教室棟)、向島中学校北校舎(教室
棟) 
なお、当初予算分の栗原小学校特別教室棟、吉和中学校屋内運動場の耐震改修工事
は完了したが、補正予算分の耐震改修工事10棟は、入札不調等により繰越しとなった。
２ 学校施設の改修 
吉和小学校給水設備及びトイレ水洗化改修 
長江小学校受変電設備設置 
長江中学校防球ネット等改修 
吉和中学校防球ネット等改修 
重井小学校グラウンドフェンス改修など 
施設改修により、安全面・衛生面の改善が図られた。 

３ 熱中症対策事業 
  天井扇を幼稚園に62台、小学校に845台、中学校に505台整備した。 
４ 向島中央小学校及び向島中央幼稚園改築事業並びに日比崎中学校校舎増築事業 
向島中央小学校進入路を整備するとともに、日比崎中学校に校舎1棟を建設した。
 
成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

耐震化率 40.1％ 46.9％ 53.4％ 61.5％ 

課 

題 

１ 建設後年数が経過した学校施設が多く、大規模な修繕を要する。 
２ 学校施設耐震化推進計画（年次計画等）を策定する必要がある。 

改
善
の
方
向
性 

１ 各施設の状況を把握し、計画的・効率的に改修を実施する。 
２ 評価審査委員会の審査時間を考慮して設計業務を発注するとともに、耐震改修工事
の計画的な実施を図る。 
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評価点検シート 施策・事業名 認定こども園の設置 

教育総合推進計画掲載ページ ３４ 所管課 庶務課 

政策の柱 ２ 学校・家庭・地域の協働による教育環境づくり 

基本方針 ３ 安全・安心で質の高い学校施設整備 

重点目標 １ 安全・安心で質の高い学校施設整備 

目  的 幼保一体化へ向けた施設整備 

 

内 

 

容 

１ 認定こども園の設置 

保護者の多様なニーズに対応するため、幼稚園と保育所機能を合わせもつ認定こど

も園の設置を進める。 

 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

 

 

１ 認定こども園の設置 

平成 18 年「就学前保育等推進法」施行により、多様なニーズへの対応や幼稚園と

保育所の運営一体化（幼保一体化）への取組の推進が図られている。 

  本市においても、平成19年4月に「浦崎認定こども園」、平成21年4月に「三庄認

定こども園」を開園した。 

  また、平成23年12月には、「尾道市就学前教育・保育再編計画」を策定し、市域全

体での認定こども園の設置推進を明確化した。 

平成25年度には、公立の（仮称）「向島認定こども園」、民営の（仮称）「吉和認定

こども園」が開園する予定である。 

 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

認定こども園数 

（民営を含む） 
２園 ２園 ２園 ４園 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 平成23年12月に策定した「尾道市就学前教育・保育再編計画」の着実な推進のた

め、施設統合や民営への移行等について、地域住民や保護者の合意形成を図る必要が

ある。 

 

 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 平成23年12月に策定した「尾道市就学前教育・保育再編計画」の着実な推進に向

けて、地域住民や保護者の合意形成を図るため、地元協議等を積極的に進める。 
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評価点検シート 施策・事業名 ドライシステムによる給食施設整備 

教育総合推進計画掲載ページ ３５ 所管課 庶務課 

政策の柱 ２ 学校・家庭・地域の協働による教育環境づくり 

基本方針 ３ 安全・安心で質の高い学校施設整備 

重点目標 ２ 安全・安心で質の高い学校給食施設整備 

目  的 安全・安心な学校給食の提供 

 

 

内 

 

容 

 

１ 学校給食施設の整備 

   本市の学校給食は、14箇所の単独調理場及び5箇所の共同調理場において、約 

  9,200食を調理している。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 高須小学校給食調理場建設事業 

   給食調理場敷地造成に伴う測量設計、用地買収（３筆 433 ㎡）及び開発行為協

議書を作成した。 

   市道別れから高須小学校校門までの道路整備工事を行った。 

２ 向島中央小学校校舎改築事業 

   給食室の基本設計を行った。 

 

 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

ドライシステム化率 

（給食数に基づく割

合） 

8.2％ 17.6％ 17.6％ 17.6％ 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 老朽化した給食調理場の施設更新が課題である。 

因島学校給食共同調理場（昭和 54 年建設）及び栗原北学校給食共同調理場（昭和

55年建設）をはじめ、その他の給食調理場の施設又は設備の更新が必要である。更新

にあたっては、文部科学省の学校給食衛生管理基準に適合する施設への改修が必要で

ある。 

 

改

善

の 

方

向

性 

１ 小学校再編計画に合わせて、施設整備を行う。 

 

 

 

 

 

 



- 42 - 

評価点検シート 施策・事業名 市民への学習機会の提供 

教育総合推進計画掲載ページ 36・37 所管課 生涯学習課 

政策の柱 ３ 集い・学び・生かす生涯学習の推進 

基本方針 １ 多彩で活力あふれる生涯学習の充実 

重点目標 １ 多彩な学習機会の提供 

目  的 市民への多彩な学習機会の提供 

 

 

 

 

内 

 

容 

 

１ 教養と生きがいづくりのための学習機会の提供 

  生きがいのある心豊かな市民生活を実現するため、ライフステージに応じた様々な

学習講座を開催する。 

２ まちづくりに資する人材育成   

地域活動・ボランティア活動を促進するため、まちづくりに資する人材育成に向け

て社会的課題や地域課題の解決をテーマとした各種講座や講演会等を実施する。 

３ 様々な生涯学習情報の収集及び提供 

市民の自主的な学習を支援するため、最新の学習情報を収集しながら、広報、公民

館だより、ホームページ等により広く情報提供を行う。 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 教養と生きがいづくりのための学習機会の提供 

  生きがいや人づくりをテーマとしたおのみち市民大学講座をはじめ、公民館や勤労

青少年ホームにおいて主催講座等を実施した。 

２ まちづくりに資する人材育成 

まちづくりをテーマとしたおのみち市民大学をはじめ、まちづくりリーダー養成セ

ミナー、成人式を実施した。また、家庭教育や青少年健全育成、情報発信といった社

会的課題や地域課題の解決をテーマにした講座・講演会を実施し、生涯学習講座の充

実を図った。 

３ 様々な生涯学習情報の収集及び提供 

関係課等の学習情報を収集し、広報・マスコミ等の活用やホームページ、公民館だ

より、チラシ等により市民、関係団体への情報提供を図った。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

まちづくりをテーマ

とした講座受講者数 
1,191人 1,525人 1,697人 1,800人 

 

課 

 

題 

 

 

１ 教養や生きがい等の個人の要望に応えるため、身近で多様な学習機会を提供してい

く必要がある。 

２ 今後も、関係機関等と連携しながら社会的課題や地域課題に対応した講座、講演会

を実施し、市民の課題解決に向けた意識とまちづくりへの気運を喚起していく必要が

ある。 

３ 最新の生涯学習情報を分かりやすく市民等に提供していく必要がある。 

改

善

の 

方

向

性 

１ ライフステージに応じた様々な学習講座を開催するとともに、地域の人材を講師と

して活用するなど身近な講座として実施していく。 

２ 社会的な要請に応えて現代的課題や地域課題を解決できる役割を先導的に発揮する

講座を展開していく。 

３ 広報やホームページ、公民館だより等の充実を図っていく。 
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評価点検シート 施策・事業名 公民館の充実 

教育総合推進計画掲載ページ ３８ 所管課 生涯学習課 

政策の柱 ３ 集い・学び・生かす生涯学習の推進 

基本方針 １ 多彩で活力あふれる生涯学習の充実 

重点目標 ２ 市民が集う生涯学習拠点の確立 

目  的 公民館の充実 

 

 

内 

 

容 

 

１ 多彩な学習プログラムの充実 

  市民のニーズや地域社会のニーズ、市の政策を反映する講座の充実に努め、地域課題解決や

地域特性をテーマとした講座を開催する。 

２ 幅広い利用拡大に向けての取組 

  各公民館が特色ある事業展開を行い、成人男性や若者、子育て中の母親等の利用拡大を図る。

３ 職員研修の充実 

  公民館職員の資質を高める研修会を実施する。 

４ 公民館のあるべき姿の確立 

  生涯学習の拠点及びまちづくりの拠点としての公民館の将来像を研究課題として調査・研究

を進めながら、公民館運営及び機能の充実に努める。 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 多彩な学習プログラムの充実 

  中央公民館においてキッズキッチン教室や子ども囲碁大会等市の政策を反映する講座(大

会)を、また、地区館において地域課題解決や地域特性をテーマとした講座（学習プログラム

開発提供モデル事業やオンリーワン事業）を関係課・関係団体と連携協働する中で実施した。

２ 幅広い利用拡大に向けての取組 

住民ニーズの把握のために公民館サークル利用者のアンケート調査及び医療費調査を実施した。

３ 職員研修の充実  

  職員キャリアアップ研修（アンケート調査結果の分析・パソコンスキルアップ）、おのみち

公民館いきいき講座の実施や関係団体等の研修会への参加等により職員研修を実施した。 

４ 公民館のあるべき姿の確立 

  社会教育施設としての公民館の基本的業務内容の実施に努めた。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

公民館利用延べ人数 469,626人 478,676人 483,648人 493,000人 

 

課 

 

 

題 

 

１ 主催講座の内容について、より有効となるように引き続き改善を行う必要がある。 

２ 公民館の利用者は高齢者が中心で、成人男性や若者の利用が少ないため、より幅広い利用者

層の拡大が必要である。 

３ 地域住民へのサービスの質を高め、より地域に密着した公民館とするため、職員の資質を高

める必要がある。 

４ 市内の公民館が均衡をもってより充実した生涯学習・まちづくりの拠点施設として機能する

よう公民館のあるべき姿を継続して求めていく必要がある。 

改

善

の

方

向 

性 

１ 市民のニーズや地域社会のニーズ、市の政策を反映する講座の充実に努める。 

２ サークル利用者や地域の各種団体等の意見等を参考にしながら、特色ある事業の実施に努める。

３ 職員の資質を高める研修の充実に継続して努める。 

４ 公民館の将来像を研究課題として調査・研究を進めつつ、さらなる公民館の機能及び運営の

充実に向けて改善に努める。 

 



- 44 - 

評価点検シート 施策・事業名 生涯スポーツの推進 

教育総合推進計画掲載ページ ４０ 所管課 
スポーツ振興課 

因島瀬戸田地域教育課 

政策の柱 ３ 集い・学び・生かす生涯学習の推進 

基本方針 ２ スポーツを楽しみ体力と健康を増進する環境づくり 

重点目標 １ 豊かなスポーツライフの実現 

目  的 豊かなスポーツライフの実現 

 

 

内 

 

容 

１ 生涯スポーツの推進 

（１）スポーツ推進委員によるニュースポーツ等の普及活動の充実 

（２）市体育協会主催のスポーツ大会の支援・各地区体育協会の活動支援 

（３）スポーツ教室・講習会の実施 

（４）総合型地域スポーツクラブの活動支援 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

【取組】 

１ ニュースポーツ等の普及活動として大会の開催、スポーツ推進委員の派遣指導 

２ 市体育協会主催のスポーツ大会の支援・各地区体育協会の活動支援 

  尾道市体育協会への補助 、総会等の各種会議資料作成、会議の開催及び大会運営を

行った。 

３  スポーツ教室・講習会として、ノルディックウォーキングの体験会を行った。 

４  総合型地域スポーツクラブへの活動支援 

  ＮＰＯ法人総合型地域スポーツクラブ（２団体）への補助 

【成果】 

１ スポーツ推進委員による放課後子ども教室・ＰＴＣの各種団体への派遣指導 45 回

（大会運営補助含む。）、主催大会の開催による普及活動でニュースポーツに対する関

心とスポーツへの参加意欲の高揚を図ることができた。 

２  スポーツフェスティバル14競技大会を開催し、延3,306名の参加を得た。 

３  ノルディックウォーキングは、ただ歩くより効果的全身運動でありながら、身体へ

の負担が少ないものとして、特に中高齢者のスポーツへの関心を高めることができた。

４  総合型地域スポーツクラブは、多種多様なメニューを幅広い年齢層に提供し、地域

スポーツの拠点として定着してきた。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

スポーツ施設 

利用者数 
1,218,942人 1,219,031人 1,204,799人 

 

課 

 

題 

１  尾道市体育協会の自立化へ向け、各大会を競技主管団体による自主運営で行う等の

体制づくり 

２  総合型地域スポーツクラブの自主運営 

改

善

の 

方

向

性 

１  尾道市体育協会内で立ち上げた「法人化等検討委員会」により、組織体制・現状の

 課題整理・他市体育協会の情報収集などで自立化への検討をしていく。 

２  総合型地域スポーツクラブは、地域の特性、ニーズに合ったスポーツの活動拠点と

しての役割は大きいことから、自主的・主体的な運営が行っていけるよう情報提供・

講師紹介などの支援を行っていく。 
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評価点検シート 施策・事業名 競技スポーツの向上 

教育総合推進計画掲載ページ ４０ 所管課 スポーツ振興課 

政策の柱 ３ 集い・学び・生かす生涯学習の推進 

基本方針 ２ スポーツを楽しみ体力と健康を増進する環境づくり 

重点目標 １ 豊かなスポーツライフの実現 

目  的 豊かなスポーツライフの実現 

 

内 

 

容 

１ 競技スポーツの向上 

（１）スポーツ活動の助成 

（２）トップアスリート等の招聘 

（３）市体育協会競技団体及びスポーツ少年団の活動支援 

 

 

 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

【取組】 

１ スポーツ活動の助成  

  県を代表して全国大会及び国を代表して国際大会に出場する地元の選手等を支援す

  る助成として、選手及び監督・コーチの個人、団体へ活動助成金を交付した。 

２  トップアスリート等の招聘 

   尾道市体育祭(びんご運動公園)において、競技力アップ講座バレーボール編として

 「ＦＩＶＢ国際バレーボール連盟国際公認コーチ」を、ウォーミングアップ・トレー

ニング体験教室として「日本アマチュアトライアスロンチャンピオン」等を講師とし

て招聘し競技力向上を図った。 

３  市体育協会競技団体及びスポーツ少年団の活動支援 

21 の地区体育協会、29 の競技団体、52 のスポーツ少年団に対し、大会運営（広報

活動・賞品提供）・活動助成等の支援を行った。 

【成果】 

１  市民のスポーツ意識の高揚と、競技力の向上を支援する助成制度として周知を図り、

241名の個人・団体に活用された。 

２  トップアスリート招聘として行った体験教室で、トップの技術・新しい練習方法等

を体験することで、選手・指導者の競技力向上への意識の高揚が図られた。 

３  各団体が、競技力向上・競技人口拡大に向け、活動と指導者講習会への参加等に精

力的な取組を行った。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

 

全国大会出場者数 

 

179人 175人 241人 

 

課 

題 

１ 競技スポーツの向上に向けた事業は、すぐには効果が現れにくいものであるため、

継続的に実施する必要がある。 

改

善

の 

方

向

性 

１ 競技力向上や指導者育成等に繋がる内容の充実を図るため、競技団体等との連携を

深め、長期的・継続的に展開していく。 
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評価点検シート 施策・事業名 スポーツを通じた交流の促進 

教育総合推進計画掲載ページ ４１ 所管課 スポーツ振興課 

政策の柱 ３ 集い・学び・生かす生涯学習の推進 

基本方針 ２ スポーツを楽しみ体力と健康を増進する環境づくり 

重点目標 １ 豊かなスポーツライフの実現 

目  的 豊かなスポーツライフの実現 

 

 

内 

 

容 

１ スポーツを通じた交流の促進 

（１）他市町との交流（少年スポーツ親善大会等） 

（２）異世代間の交流（ニュースポーツ等の普及） 

（３）市内各地域の交流（市体育協会主催のスポーツ大会等） 

 

 

 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

【取組】 

１ 他市町との交流（少年スポーツ親善大会等） 

    尾道市・今治市スポーツ交歓大会（毎年交互に開催）を今治市で開催し、3競技 

（サッカー・ミニバスケットボール・軟式野球）を行い、193 名の小・中学生が交流

した。尾道市・東出雲町スポーツ交歓大会（毎年交互に開催）を尾道市で開催し、ホ

ームステイでの受入れ等で35名の小学生が交流した。 

２ 異世代間の交流（ニュースポーツ等の普及） 

（１）尾道市体育祭を新体力テスト・地区対抗種目・親子体操などの種目で開催し、

313名の参加を得た。 

（２）カローリング・ペタンク等のニュースポーツの教室、大会（スポーツ推進委員

協議会主催）を開催した。 

（３）観るスポーツとして、プロ野球公式戦・オープン戦を招致開催。 

【成果】 

１ 他市町との交流は､毎年新たな交流を生み、スポーツによる親善に寄与している。 

２ 異世代間の交流は、ニュースポーツ派遣指導等により、幅広い年齢層にスポーツへ

の関心を高めた。 

３  プロ野球の開催は、最高レベルのプレー観戦の場の提供と、遠方からの来場を含め

13,220人（公式戦・オープン戦）の来場者があり、地元少年野球の選手による始球式

や地元飲食組合による出店等の交流も図られた。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

スポーツ大会講習会

等参加者数 
4,931人 5,853人 6,444人 

 

課 

題 

１ 他市町との交流は、対象種目（競技団体）及び対象チームが限られてきている。 

２  異世代間の交流は、参加人数の増加のための周知と内容の充実。 

改

善

の 

方

向

性 

１  他市町との交流は、内容・種目等を交流先・競技団体と協議し、さらに多くの子ど

も達が交流できるよう検討していく。 

２  尾道市体育祭の種目と周知方法の再考と、ニュースポーツの普及及び新規開拓等に

より、さらに異世代間の交流が図れるよう推進していく。 
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評価点検シート 施策・事業名 スポーツ施設の整備 

教育総合推進計画掲載ページ ４２ 所管課 
スポーツ振興課 

因島瀬戸田地域教育課 

政策の柱 ３ 集い・学び・生かす生涯学習の推進 

基本方針 ２ スポーツを楽しみ体力と健康を増進する環境づくり 

重点目標 ２ スポーツ施設の充実と活用 

目  的 スポーツ施設の充実と活用 

 

 

内 

 

容 

 

１ スポーツ施設の整備 

  いつでも、どこでも、誰でもスポーツ・レクリエーション活動ができるようスポー

ツ施設の整備を推進する。 

（１） 拠点施設の整備 

 （２）地区施設の整備 

 

 

 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

【取組】 

１  拠点施設の整備 

東尾道市民スポーツ広場整備（擁壁・側溝・防球ネット支柱等） 

２  地区施設の整備 

（１）瀬戸田町Ｂ＆Ｇ海洋センタープール改修 

（２）長者原市民スポーツ広場便所新築 

（３）御調体育センター駐車場整備 

（４）山波小夜間照明改修 

（５）御調ソフトボール球場ＢＳＯ盤改修 

（６）マリン・ユース・センターシャワールーム修繕 

（７）因島勤労青少年ホーム自動火災報知設備・空調器改修 

（８）因島勤労者体育センター屋根改修 

（９）瀬戸田西体育センター屋根・軒樋改修 

３  その他、既存の社会体育施設等の修繕 

【成果】 

既存施設の整備・改修により、施設の延命化が図られたとともに、利用する市民の  

利便性・安全性が向上し、練習・大会等各種スポーツ行事に広く活用された。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

- - - - - 

課 

 

題 

１ 全体的には整備・改修は十分ではなく、老朽施設については、利用者や管理者から

施設不備の指摘がある。 

２ 地域・施設間で異なる使用料、使用料減免規定の見直し 

改

善

の 

方

向

性 

１ 利便性・安全性・衛生面・緊急性等を考慮しつつ、一定の方向性を出す中で、順次

計画的に施設改善を検討する。 

２ 使用料・減免規定の見直しについては、施設の規模、老朽度、利用状況、ランニン

グコスト等を把握する中で、各施設所管課と協議し見直しを検討する。 
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評価点検シート 施策・事業名 芸術・文化行事の開催と活動支援 

教育総合推進計画掲載ページ ４３ 所管課 文化振興課 

政策の柱 ４ 芸術・文化の継承と創造 

基本方針 １ 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進 

重点目標 １ 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進 

目  的 芸術・文化にふれ親しむ機会の充実 

 

 

内 

 

容 

 

１ 芸術・文化行事の開催 

２ 芸術・文化活動の支援 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 芸術・文化行事の開催 

  市民音楽芸能祭、新人演奏会、けんみん文化祭、県美展巡回展などを開催し、芸術

文化の発表・鑑賞・交流機会の充実を図った。 

２ 芸術・文化活動の支援 

  尾道市文化協会事業（総合文化祭、秋の茶会、「尾道文化」発刊事業等）の支援を行

い、芸術文化の振興を図った。 

 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

 

市民音楽芸能祭参加

者数 

 

678人 505人 644人 

 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 芸術・文化行事の開催 

  芸術・文化行事への参加者数増加への取組が必要である。 

２ 芸術・文化活動の支援 

  引き続き各文化団体との連携や支援を行い、芸術文化の振興を図る必要がある。 

 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 芸術・文化行事の開催 

  開催日程や会場設定を工夫し、より多くの人が参加しやすい環境を整えていく。 

２ 芸術・文化活動の支援 

  尾道市文化協会をはじめとする文化団体への、芸術文化に関する情報提供に努める。
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評価点検シート 施策・事業名 囲碁のまちづくり活動の支援 

教育総合推進計画掲載ページ ４３ 所管課 文化振興課 

政策の柱 ４ 芸術・文化の継承と創造 

基本方針 １ 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進 

重点目標 １ 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進 

目  的 芸術・文化にふれ親しむ機会の充実 

 

内 

容 

１ 囲碁のまちづくり活動の支援 

 

 

 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 市技囲碁の普及・発展を図るための市民活動支援 

（１） 囲碁大会や各種囲碁教室等の開催支援 

  ア 第59回本因坊秀策囲碁まつり 

    ７月に開催し、プロ・アマ戦、クラス別競技大会などに全国から410人の参加

があった。 

  イ 第60回本因坊秀策囲碁まつり《第１回女流秀策杯》 

    １月に女性限定の大会として開催した。女流プロ・アマ戦、クラス別競技大会

などを開催し、240人の参加があった。 

  ウ 第５回尾道市民囲碁大会 

    初心者から有段者まで広く市民を対象とした囲碁大会を開催し、201 人の参加

があった。 

  エ 初心者・子ども囲碁教室・女性囲碁教室 

    小中学校、高等学校、公民館及び尾道迎賓館等で囲碁教室を実施した。24会場

で816回、延べ7,512人の参加があった。 

  オ 碁ランティア 

    観光客など来訪者からの要望に応じて棋士を宿泊先などに派遣し、交流対局す

る事業を実施した。 

  カ 虎ちゃん囲碁まつり 

    市内で囲碁教室に参加している児童・生徒を対象に、棋力認定の大会を実施し、

45人の参加があった。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

虎ちゃん囲碁まつり

参加者数 
43人 50人 45人 

 

課 

 

題 

１ 市技囲碁の普及・発展を図るための市民活動支援 

  市内囲碁愛好家は高齢の男性が多く、若年層や女性への普及の取組と、指導者の育

成を進めていく必要がある。 

改

善

の 

方

向

性 

１ 市技囲碁の普及・発展を図るための市民活動支援 

  子どもや若い年代への普及については、囲碁が分からない人でも気軽に参加できる

教室のＰＲに努めていく。また、女性限定の囲碁まつりの開催などを通じ、囲碁に触

れる機会を増やしていく。 

 

 

 



- 50 - 

評価点検シート 施策・事業名 読書活動・調査研究活動への支援 

教育総合推進計画掲載ページ ４４ 所管課 図書館 

政策の柱 ４ 芸術・文化の継承と創造 

基本方針 １ 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進 

重点目標 １ 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進 

目  的 読書活動への支援 

 

内 

 

容 

１ 図書館及び子ども図書館の充実 

（１） 必要な資料の情報提供をする。 

（２）子どもの読書活動を支援する。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 図書館及び子ども図書館の充実 

（１）必要な資料の情報提供 

ア  図書館だより、さんにちひろば、尾道ケーブルテレビ等を通じて、新着図書

の紹介を行った。 

イ  レファレンスサービスの充実に努めた。 

（２）子どもの読書活動の支援 

   ア  おはなし会を各図書館で行った。 

   イ  読書感想文の募集を行い、入選者の表彰と優秀作品の読書感想文集を作成し

た。 

     ウ  図書館から遠い地域の小学校・幼稚園・保育所等に毎月１回、移動図書館車

で巡回をした。 

    エ  ブックスタート事業に参加し、読書の必要性や図書館の紹介を行った。 

     オ  尾道の民話紙芝居の作成と普及に努めた。 

 （３）入館者数及び貸出点数 

    前年度に比べ、入館者は11,211人増加、貸出点数は8,143点減少した。 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

入館者数 

貸出点数 

474,422人 

821,489点 

515,689人 

868,299点 

526,900人 

860,156点 

523,000人 

863,000点 

 

課 

 

題 

 

１ 必要な資料の情報提供 

  レファレンス業務は、専門知識と経験が重要であり、専門の職員の配置が望まれる。

２ 子ども読書活動の支援 

移動図書館車の巡回で、学校行事等で変更の希望が出た場合、運行に余裕がないた

め日程の変更が難しい場合がある。 

改

善

の 

方

向

性 

１ 各図書館が利用者ニーズに応えられるサービスの提供に努める。 

２ 小学校や放課後児童クラブ等に移動図書館車での巡回については、因島図書館の移

動図書館車の活用を検討する。 
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評価点検シート 施策・事業名 
絵のまち尾道四季展事業・高校生絵のまち尾道四季展

事業の実施 

教育総合推進計画掲載ページ ４５ 所管課 美術館 

政策の柱 ４ 芸術・文化の継承と創造 

基本方針 １ 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進 

重点目標 １ 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進 

目  的 芸術活動の推進 

 

 

内 

 

容 

 

１ 芸術活動の推進 

（１）全国絵画公募展を開催し、芸術文化活動を通じた市民交流の促進を図る。 

 ア 絵のまち尾道四季展を実施する。 

 イ 高校生絵のまち尾道四季展を実施する。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 芸術活動の推進 

（１）全国絵画公募展を開催することにより、市民が日常的に芸術文化に触れ、心豊か

な感性を育む環境づくりを推進できた。 

  ア 第15回絵のまち尾道四季展の事業計画を策定し、作品募集広報を行った。また、

過去のグランプリ作品を展示公開し、市民らの鑑賞機会の充実に努めた。 

  イ 第 6 回高校生絵のまち尾道四季展を開催し、556 点の出品があった。また、過

去の尾道賞作品を、市役所ロビー等に展示公開し、広く市民らに鑑賞機会の提供

に努めた。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

絵のまち尾道四季展 

の出品数 
― 1,051点 ― ― 

高校生絵のまち尾道 

四季展出品数 
451点 ― 556点 600点 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 絵のまち尾道四季展は、地域の特性を活かした固有の事業として定着しており、今

後の継続開催を熱望する声も多い。また、地方開催にも関わらず、出品数も1,000点

を超える状態を維持している。今後もこの状態を維持するため、効果的なＰＲ等に努

める必要がある。 

２ 高校生絵のまち尾道四季展も第6回を数え、過去最高の出品数となり、高校生を対

象とした全国絵画公募展として定着しているが、まだ出品校の地域が固定化している

傾向がある。今後更に、広報に努める必要がある。また、買い上げとなる尾道賞作品

を有効活用した展覧会の実施も、今後検討する必要がある。 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 絵のまち尾道四季展・高校生絵のまち尾道四季展双方、尾道の特色を活かした他に

類を見ない独創的な事業であり、全国公募展として定着しているので、継続開催が望

ましい。 

そのためにも、ポスター・チラシの配布、新聞・雑誌等報道機関への積極的な情報

提供やホームページの充実などで事業の周知、ＰＲをするとともに、さらに事業効果

を高めるため、所蔵作品による展覧会の実施等の有効活用に取り組み、より一層の知

名度の向上を図る。 
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評価点検シート 施策・事業名 尾道市美術展事業の実施 

教育総合推進計画掲載ページ ４５ 所管課 美術館 

政策の柱 ４ 芸術・文化の継承と創造 

基本方針 １ 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進 

重点目標 １ 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進 

目  的 芸術活動の推進 

 

 

内 

 

容 

 

１ 芸術活動の推進 

（１）市民の創作意欲を喚起し、その奨励に取り組むことにより、芸術文化意識の高揚

を図る。 

 ア 尾道市美術展事業を実施する。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 芸術活動の推進 

（１）芸術文化を愛好する市民らの創作意欲を奨励喚起し、広く芸術文化活動への参加

意欲を高める機会の充実を図った。 

 ア 第55回尾道市美術展を開催し、300点の出品があった。 

 

 

 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

尾道市美術展の出品 

点数 
342点 330点 300点 370点 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 出品数は300点程で推移しているものの、少子高齢化に起因する出品者の高齢（固

定）化は否めない。今後は、一般出品者の更なる裾野を広げていくための取組が求め

られている。 

 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 更なる出品者の裾野を広げるためにも、各分野の指導者に対し、主催する文化教室

受講生らに出品を促すよう働きかけるとともに、ポスター・チラシの配布、新聞・雑

誌等報道機関への積極的な情報提供やホームページの充実などで事業の周知、ＰＲを

する。 

  また、ポスターのデザインに関しては、市内高校生を対象として公募する等、今後

の開催に向け検討する。 

  なお、平成23年度から実施している、入選者全員を対象にした入選通知発行に関し

ては、出品に対する喚起奨励及び展覧会来場を図るために継続実施する。 
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評価点検シート 施策・事業名 アウトリーチ活動の推進 

教育総合推進計画掲載ページ ４５ 所管課 文化施設課 

政策の柱 ４ 芸術･文化の継承と創造 

基本方針 １ 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進 

重点目標 １ 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進 

目  的 アウトリーチ活動の推進 

 

 

内 

 

容 

 

１ 音楽のまちづくり事業による連携の充実 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 音楽のまちづくり事業による連携の充実 

（財）地域創造の助成を受け「音楽のまちづくり」事業として、市内の保育所・幼稚

園小中学校・高校へのアウトリーチを19箇所、ミュージアムコンサートを3箇所、ワ

ークショップを4箇所、バンドクリニックを2箇所で実施し生の芸術に触れる機会を

提供できた。 

 

 

 

 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

出前コンサート実施 

箇所数 

参加者数 

20箇所 

2,100人 

25個所 

2,200人 

28箇所 

1,700人 

30個所 

2,400人 

 

課 

 

題 

 

１ 音楽のまちづくり事業による連携の充実 

（財）地域創造の助成事業が今年度で終了。今後、単市事業として「アウトリーチ事

業」の推進が必要である。 

改

善

の 

方

向

性 

１「音楽によるまちづくり」を定着させるため、補助事業実施中に蓄えたノウハウを基

に、ホール運営委員会の意見、企画等も積極的に取り入れ、アウトリーチ事業の推進

に取り組む必要がある。 
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評価点検シート 施策・事業名 出前読書活動 

教育総合推進計画掲載ページ ４５ 所管課 図書館 

政策の柱 ４ 芸術・文化の継承と創造 

基本方針 １ 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進 

重点目標 １ 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進 

目  的 アウトリーチ活動の推進 

 

 

内 

 

容 

１ 出前読書活動の推進 

（１） 保育所、幼稚園、学校等で、紙芝居やおはなし会等をした。 

（２）市のイベントの開催時に、商店街などで尾道の民話紙芝居を上演した。 

 

 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 出前読書活動の推進 

 （１）保育所、幼稚園に職員が出向いての紙芝居やおはなし会、また、小学校や中学

校でブックトークを行い、読書機会の提供に努めた。 

 （２）尾道みなと祭り（5/1）とベッチャーまつり（11/3）に本通り商店街で、尾道の

民話紙芝居を上演し、約400人の参加があった。 

 

 

 

 

 

 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

 

出前読書活動回数 

 

― 114回 126回 120回 

 

課 

 

題 

 

１ 中央図書館では移動図書館の巡回時におはなし会を行っているが、スケジュールの

都合で、要望に十分応えられていない。 

２ 「まちかど紙芝居」を行う上で、周囲の騒音が気になった。 

 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 巡回経路の効率化に努め、少しでも多くの要望に応えられるようにする。 

２ 尾道みなと祭りの「まちかど紙芝居」については、周囲の騒音が気になったので、

次回は実施日と時間の検討を行う。 
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評価点検シート 施策・事業名 重要文化財保存事業 

教育総合推進計画掲載ページ ４６ 所管課 文化振興課 

政策の柱 ４ 芸術・文化の継承と創造 

基本方針 １ 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進 

重点目標 ２ 誇りある芸術・文化の継承と活用 

目  的 文化財の継承と活用 

 

内 

容 

１ 文化財の保存・保全の実施 

２ 文化財の愛護精神の育成 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 文化財の保存・保全の実施 

  国宝や重要文化財の保存・保全の支援や登録文化財制度の活用による文化財の継承、

意識啓発を図る。 

（１） 国宝・重要文化財の修理事業の推進 

  ア 重要文化財建造物の保存修理及び防災設備の整備を行うことにより、貴重な文

化財を後世に伝えることができた。 

（２）登録有形文化財建造物の調査・研究・資料収集及び登録の推進 

  ア 尾道市所有の建造物を調査研究し、登録文化財の登録申請を実施した。 

（３）尾道市歴史的風致維持向上計画の策定 

  ア 尾道市歴史文化基本構想及び尾道市文化財保存活用計画に基づき、市民と協働

して尾道市歴史的風致維持向上計画を策定した。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

登録文化財数 27 28 29 31 

２ 文化財の愛護精神の育成 

  文化財愛護少年団の活動や講座、研修会を通して文化財愛護精神の啓発に努める。

（１） 尾道市文化財愛護少年団を結成し、学習活動を通じて、文化財及び郷土の伝統文

化への愛護精神が育まれるよう継続的に活動を実施した。 

  ア 小学生を対象にした体験学習、洋上セミナー等の開催を通して教育活動を実施

することにより、文化財を愛護する精神の高揚につながった。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

文化財愛護少年団

員数 
99 129 102 

 

 

課 

 

題 

１ 文化財の保全・保存 

国宝・重要文化財(建造物)を所有している寺院の防災設備は、老朽化による経年劣

化が進んでいる。 

２ 文化財の愛護精神の育成 

  児童数の減少により団員の確保が困難である。 

改

善

の 

方

向

性 

１ 文化財の保全・保存 

総合防災の視点から整備が必要であり、尾道市歴史文化基本構想等に基づき、総合

防災の事業実施を目指す。 

２ 文化財の愛護精神の育成 

  愛護精神と郷土愛をもつ児童を育成するため、興味ある学習会の開催により参加者

を募集し団員数の維持を目指す。 
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評価点検シート 施策・事業名 美術品等の収集及び調査研究の実施 

教育総合推進計画掲載ページ ４７ 所管課 美術館 

政策の柱 ４ 芸術・文化の継承と創造 

基本方針 １ 心豊かな感性を育む芸術・文化活動の推進 

重点目標 ２ 誇りある芸術・文化の継承と活用 

目  的 美術芸術の継承と活用 

 

 

内 

 

容 

 

１ 美術品等の収集及び調査研究の実施 

地域ゆかりの美術品等の収集・調査研究・活用に取り組み、芸術文化のまち尾道の

顕彰に努める。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 芸術活動の推進 

美術館運営委員会の意見聴取のもと、美術品の収集を行い、芸術文化のまち尾道の

顕彰に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

 

収蔵作品点数 

 

1,049点 1,497点 1,501点 1,530点 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 尾道市立美術館美術品等収集基本方針に準じた美術品の収集に努めるとともに、地

域ゆかりの文化的資源を未来へと継承していくための、基礎的情報の収集及び研究に

努める必要がある。 

 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 美術品収集に関しては、本市の財政状況を見て購入による収集は困難であることか

ら、引き続き寄附のみの収集を行っていく。 

２ 収集した美術品の適正な保存・管理及び計画的な市民への公開を行う。 
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評価点検シート 施策・事業名 魅力ある文化施設の充実 

教育総合推進計画掲載ページ ４８ 所管課 
文化振興課 

因島瀬戸田地域教育課 

政策の柱 ４ 芸術・文化の継承と創造 

基本方針 ２ 個性を生かした芸術・文化施設の充実と連携 

重点目標 １ 魅力ある芸術・文化施設づくり 

目  的 魅力ある文化施設の充実 

 

内 

容 

１ 尾道の文化に触れることができる魅力ある施設の充実 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ おのみち文学の館、おのみち映画資料館、おのみち歴史博物館の活用による資料の
収集、研究、保存、展示の実施 
（１）おのみち文学の館特別展示の実施 
   おのみち文学の館では、本市ゆかりの文学者の命日に合わせて特別展示を実施し、
文学者の顕彰を行ったほか、神奈川県立近代文学館特別展への出品を行うなどＰＲ
に努めた。 

（２）おのみち映画資料館特別展の実施 
   常設展示に加え、「日活ダイヤモンドライン展」を実施するなど、映画文化のＰＲ
に努めた。 

（３）おのみち歴史博物館 
   市立美術館と連携し、特別展「かわぐちかいじの心」を実施するなど、歴史文化
のＰＲに努めた。 

２ おのみち街かど文化館や尾道迎賓館の活用による市民の芸術文化活動の促進 
おのみち街かど文化館では、各種作品展示の場として、また、尾道迎賓館において
は、文化活動の場として利用促進を図った。 
３ 本因坊秀策囲碁記念館による囲碁文化の継承と振興 
（１） 第１回本因坊秀策茶会 

開館３周年を記念した茶会を開催し、文化交流を図った。 
（２） 子ども囲碁大会と初心者囲碁教室 

市内外の子ども（小・中学生、高校生）を対象とした子ども囲碁大会や、初心者
の囲碁教室を開催した。 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

文化施設総入館者数 
（おのみち文学の館、
おのみち映画資料
館、おのみち歴史博
物館、爽籟軒庭園） 

62,451人 58,948人 61,070人 61,000人 

課 

 

題 

１ 尾道の文化に触れることができる魅力ある施設の充実 

総入館者が減少傾向にあることから、各施設での特別展の充実や、施設間で連携し

たＰＲを行うことにより相乗効果を引き出す必要がある。 

改

善

の 

方

向

性 

１ 尾道の文化に触れることができる魅力ある施設の充実 

  各施設ならではの特別展を充実していく。また、チラシやパンフレットの作成に当

たっても、他施設の紹介をするなど、施設間の連携を進めていく。 
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評価点検シート 施策・事業名 市民に親しまれるホールの充実 

教育総合推進計画掲載ページ ４８ 所管課 文化施設課 

政策の柱 ４ 芸術･文化の継承と創造 

基本方針 ２ 個性を生かした芸術・文化施設の充実と連携 

重点目標 １ 魅力ある芸術・文化施設づくり 

目  的 芸術・文化にふれることのできるホールづくり 

 

内 

 

容 

１ 市民に親しめるホールの充実 

２ 市民の学習発表の場の提供 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

 

 

 

 

 

１ 市民に親しめるホールの充実 

（１） 地域創造の助成を受け「音楽のまちづくり」事業として「仲道郁代ピアノコンサ 

ート」「吉野直子＆ポール･メイエ」、アウトリーチ演奏者による「ガラ･コンサート」

を開催し、単市事業として「せとだパリ祭 2011」「第２回親子のためのコンサート」

を実施し、芸術・文化に触れる機会を提供できた。 

（２）芸術・文化活動を行う団体（９団体）が、練習の場として無料開放事業で延べ 10

回の利用があった。 

２ 市民の学習発表の場の提供 

（１）市民ギャラリーで、音楽活動の発表の場として 27 回ミニコンサートが開催され

駅前の賑わいづくりに貢献した。 

（２）育成事業として、ミュージカル公演講座に小･中･高校生 35 名が参加し本番公演

「かよみの島」を開催した。 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

自主事業 

入場者数 
2,300人 2,300人 2,700人 2,700人 

 

課 

 

題 

 

１ 市民に親しめるホールの充実 

（１）（財）地域創造の助成事業が今年度で終了。今後の自主事業の方向性の検討が必要

である。 

（２）ホームページの内容の見直しを検討し、情報発信機能の充実を図る必要がある。 

 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 「音楽によるまちづくり」を定着させるため、ホール運営委員会の役割を明確化する

とともに、意見、企画等も積極的に取り入れる。 

２ ホールで開催する行事等の情報を広く発信するため、ホームページの内容の充実に取

り組む。 
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評価点検シート 施策・事業名 図書館資料の整備・充実 

教育総合推進計画掲載ページ ４９ 所管課 図書館 

政策の柱 ４ 芸術・文化の継承と創造 

基本方針 ２ 個性を生かした芸術・文化施設の充実と連携 

重点目標 １ 魅力ある芸術・文化施設づくり 

目  的 市民から親しまれる図書館づくり 

 

内 

 

容 

１ 図書館資料の整備・充実 

（１） 一般図書の整備・充実をする。 

（２） 児童図書の整備・充実をする。 

（３）郷土資料の収集をする。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 図書館資料の整備・充実 

各図書館が、それぞれの館の特色にあった資料の収集を行った。 

平成23年度の受け入れ図書等の数 

  

 

 

 一般図書 児童図書 郷土資料 ＡＶ資料 計 

中央図書館 4,536 2,643 162 333 7,674

みつぎ子ども図書館 740 1,008 36 57 1,841

因島図書館 1,116 501 2 16 1,635

瀬戸田図書館 1,420 1,404 75 65 2,964

向島子ども図書館 1,778 917 20 137 2,852

合  計 9,590 6,473 295 608 16,966

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

蔵書数 478,526点 495,683点 512,445点 540,000点 

 

課 

 

題 

 

１ 魅力のある図書館づくりをするためには、限られた予算の中で購入図書の選別を行

い、資料の充実を図る必要がある。 

２ 蔵書の増加に伴い、保管場所が手狭になってきている。 

 

改

善

の 

方

向

性 

１ 各館が連携し、購入図書の選別を行うことで、資料の充実を図る。 

２ 保管場所については、副本があり利用が少ない本の廃棄と、中央図書館の毎日新聞

の縮刷版をＣＤロムにする。 
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評価点検シート 施策・事業名 魅力ある展覧会の開催等 

教育総合推進計画掲載ページ ５０ 所管課 美術館 

政策の柱 ４ 芸術・文化の継承と創造 

基本方針 ２ 個性を生かした芸術・文化施設の充実と連携 

重点目標 １ 魅力ある芸術・文化施設づくり 

目  的 開かれた美術館づくり 

 

 

内 

 

容 

 

１ 魅力ある展覧会の開催 

（１）展覧会企画運営事業の実施 

２ 豊かな地域文化を育む情報発信 

（１）ホームページ等の電子媒体を活用して、展覧会や所蔵品等の情報を発信し、美術

館の魅力向上に努める。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 魅力ある展覧会の開催 

（１） 地域社会に貢献する質の高い展覧会を開催し、市民らの美術鑑賞機会の充実を図

った。（特別展：5回、企画展：1回） 

（２） 広報紙「広報おのみち」に市民を対象とした展覧会招待券を掲載し、美術鑑賞機

会の充実を図った。 

２ 豊かな地域文化を育む情報発信 

（１）展覧会情報をホームページ等に掲載した。 

 

 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

市立美術館入館者数 30,355人 38,253人 33,609人 50,000人 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 質の高い、魅力ある美術館賞の機会提供と、市民に親しまれる企画による展覧会を

開催していく必要がある。 

２ 展覧会情報や利用案内だけでなく、所蔵品の作品解説など、更にホームページ等の

電子媒体を活用する範囲を広げる必要がある。 

 

改

善

の 

方

向

性 

１ より多くの市民に鑑賞してもらえるよう、企画内容の充実に努め、市民の関心や志

向を踏まえつつ魅力ある展覧会の創出を図る。 

２ 平成25年度より美術館独自のホームページを制作し、内容の充実を図る。 
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評価点検シート 施策・事業名 協働による教育普及事業の実施 

教育総合推進計画掲載ページ ５０ 所管課 美術館 

政策の柱 ４ 芸術・文化の継承と創造 

基本方針 ２ 個性を生かした芸術・文化施設の充実と連携 

重点目標 １ 魅力ある芸術・文化施設づくり 

目  的 開かれた美術館づくり 

 

 

内 

 

容 

 

１ 協働による教育普及事業の実施 

（１）各種展覧会にちなんだワークショップや関連事業などを開催する。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 協働による教育普及事業の実施 

（１）「ギャラリートーク」、「わいわいがやがやおしゃべり鑑賞会」、「ミュージアムコン

サート」やワークショップなど、展覧会に関連した教育普及事業の充実に取り組ん

だ。 

 

 

 

 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

教育普及事業の開催 

回数 
47回 47回 47回 50回 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 鑑賞教育の充実を図り、幅広い芸術文化への理解と支持に応えていくことで、地域

文化の活性化に貢献していくためにも、市民との協働による教育普及活動を取り組む

中で、市民が日常的に芸術文化に親しむ機会と、豊かな感性を育む環境づくりに引き

続き取り組む必要がある。 

 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 子どもを対象にしたワークショップのより一層の充実を図るとともに、美術館への

施設見学・校外学習の機会提案等、学校に対する広報活動を行う。 
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評価点検シート 施策・事業名 図書館の相互連携 

教育総合推進計画掲載ページ ５２ 所管課 図書館 

政策の柱 ４ 芸術・文化の継承と創造 

基本方針 ２ 個性を生かした芸術・文化施設の充実と連携 

重点目標 ２ 個性を生かした芸術・文化施設の連携 

目  的 図書館の相互連携 

 

 

内 

 

容 

１ 図書館の相互連携 

尾道市立図書館５館の連携を図り、図書館サービスの向上に努める。 

 

 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 図書館の相互連携 

 （１） 図書館資料の相互貸借を行った。 

 （２） 図書館で布絵本や平山郁夫のパネル展等の巡回作品展を行った。 

 （３） 館長会議を開催し、課題の解決や利用者に均一したサービスが提供できるよう

に努めた。 

 

 

 

 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

アンケート調査によ

る利用者満足度（満

足、やや満足） 

81.8 ％ 78.8 ％ 84.8 ％ 80.0 ％ 

 

 

課 

 

題 

 

 

１ 図書館資料の相互貸借は、総務課の逓送便（委託業者）で行っているので、火曜日

から金曜日の取扱となり、取り寄せに時間がかかる。 

 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 図書館専用の逓送便を設けることは、今日の財政状況から困難なので、ゴールデン

ウイーク等で長期間逓送便が利用できない時は、中央図書館が可能な範囲で対応を行

う。 
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評価点検シート 施策・事業名 美術館の相互連携の充実 

教育総合推進計画掲載ページ ５２ 所管課 美術館 

政策の柱 ４ 芸術・文化の継承と創造 

基本方針 ２ 個性を生かした芸術・文化施設の充実と連携 

重点目標 ２ 個性を生かした芸術・文化施設の連携 

目  的 美術館の相互連携 

 

 

内 

 

容 

 

１ 美術館の相互連携の充実 

市内美術館との連携の充実により、市民が日常的に芸術・文化に触れる機会創出を

図る。 

 

 

 

 

取 

組 

状 

況 

と 

成 

果 

 

 

１ 美術館の相互連携の充実 

（１）美術館連携による情報の共有化の推進 

ア 尾道市美術館ネットワークを組織し、情報の共有化と連携に取り組んだ。 

イ 季刊誌を発行した。 

（２）美術館連携による教育普及事業の実施 

第4回子ども学芸員の旅を開催し、60人が参加した。 

（３）美術館連携による絵画展の実施 

   第4回平山郁夫美術館賞を開催し、2,875人が出品した。 

 

 

成果指標 21年度実績 22年度実績 23年度実績 25年度目標 

連携絵画展「平山郁 

夫美術館賞」出品者 

数 

2,942人 3,043人 2,875人 3,300人 

 

課 

 

題 

 

１ 美術館連携事業の認知度は高まりつつあるが、事業内容について更なる情報発信を

図る必要がある。 

 

改

善

の 

方

向

性 

 

１ 美術館ホームページ充実に併せて、相互の入館者増に繋がる利用案内等の情報発信

 を一層進めていく。また、教育普及事業の連携開催など、各館の魅力を相乗的に高め

ていく連携事業の促進を図る。 
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Ⅵ 学識経験者の意見等 

 

教育委員会では、事業への取組状況等について点検及び評価を行うに当たって、教

育に関し学識経験を有する方々に報告を行ない、貴重なご意見をいただきました。 

これらの貴重なご意見を今後の施策・事業に活かし、さらに市民に信頼される教育

行政を推進してまいります。 

 

 

 

 学識経験者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 意見聴取年月日 

  

 平成２４年８月８日（水） 学識経験者会議 

       

 

 広島大学名誉教授 

（元）鳴門教育大学長 
溝 上  泰 

 広島大学大学院教育学研究科教授 

広島大学附属東雲小・中学校長 
 林   孝 

 尾道市民生委員・児童委員 奥 本 美智子 
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 学識経験者の意見等 

  

１ 総括的意見 

（１） 尾道の子どもたちにこのように育ってほしいという視点での取組が多く、

評価できる。 

（２） 尾道のまちづくりの基本は、尾道のひとづくりであり、このことを十分認

識して施策や事業に取り組んでほしい。 

（３） 施策や事業において、「人と人とのつながりを生み出す」ことに視点をお

くことが必要である。 

（４） 地域の繋がりが希薄化するなかで、子どもたちが地域行事に積極的に参加

することは、地域の活性化やまちづくりに重要な意義を有している。 

（５） 家庭・地域の教育力の向上と、学校・家庭・地域の連携にさらに取り組ん

でほしい。 

（６） 豊かな人間性の育成は学校だけでは実現できない。関係機関や地域全体で

取り組んでいく課題である。 

（７） 施策や事業において、尾道市立大学との連携をさらに推進すべきである。 

（８） 教育委員会の多くの取組を市民や議会へさらにアピールしてほしい。 

（９） 事業は目的ではない。事業を通してどのようなことを実現したいかを明確

に取り組むことが大切である。 

（10） 成果指標の設定は、単に数値目標ではなく、目的に対して有効な施策であ

ったかを検証するためのものであり、成果指標の選定や目標の設定等を工夫

する必要がある。 

（11） 改善の方向性を明らかにしたことは評価できる。改善の方向性が目的に沿

っているか、課題の分析や時間的な制約等を含め検討していくことが重要で

ある。 

 

２ 学校教育関係 

（１） 学力向上のために幅広い取組がなされており、今後も継続してほしい。さ

らに、教科分野別、領域別に取組を充実させてほしい。 

（２） 家庭を取り巻く状況が複雑化するなかで、家庭学習の奨励とともに、きめ

細やかなサポートを続けてほしい。 

（３） ことばの教育では、日常生活でのことばの使い方の指導も重要である 
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（４） 幼児教育では、基本的生活習慣の定着を推進しており評価できる。さらに、

感謝の気持ちを身につけさせる取組に期待する。 

（５） 特別支援を必要とする子どもたちが増えている。特別支援教育には今後も

関係機関との連携を密にしてほしい。 

（６） 立志式は、自らの夢や志を考える良い機会である。中学校でも全校で校内

立志式を導入してほしい。 

（７） 情報教育環境が整備されていることは評価できる。情報教育では、単に情

報機器の活用のみならず、コミュニケーション能力の向上に配慮してほしい。 

（８） 各種コンテスト参加は、子どもたちの自信や意識向上に繋がるので、積極

的に参加してほしい。 

（９） ボランティア活動は、子どもたちの道徳性を育成するので、積極的に推進

してほしい。 

（10） いじめ問題が大きな社会問題である。家族の絆をしっかりと教えることが

必要である。道徳教育をさらに推進してほしい。 

（11） 平和教育を引き続き推進してほしい。 

（12） 震災の教訓も踏まえ、防災教育を充実してほしい。 

（13） 問題行動については、早期発見や早期対応が必要であり、体制づくりも重

要である。 

（14） 体力つくりは幼少期からの取組が大切であり、地道に取り組む必要がある。 

（15） 食育や健康教育等は、子どもから大人まで幅広い対象者であり関係機関が

連携して取り組む必要がある。また、家庭への啓発も工夫が大切である。 

（16） 特色ある学校づくりとして、学校の伝統や地域との関わりを大切にした学

校づくりが重要であり、各学校の特色ある取組は評価できる。 

（17） 「学校が楽しい」という子どもの比率が増えていることは評価できる。同

時に、それ以外の子どもへのきめ細やかな対応も重要である。 

（18） 尾道南高等学校の教育活動を充実する取組や積極的な情報公開への取組に

期待する。 

（20） 学校評議員制度の活用等により、地域に信頼される学校づくりを引き続き

推進してほしい。 

（21） 指導力の向上にあたっては、研修による教職員個人の資質向上に加え、学

校組織全体の活性化を図る研修も必要である。 

（22） 教職員の研修は回数ではなく、教職員が自信を深める研修のあり方を検討
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してほしい。 

 

 ３ 学校施設関係 

 （１） 安全・安心な学校施設整備は急務の課題であり、耐震化は、迅速かつ積極

的に推進すべきである。 

   

４ 生涯学習・スポーツ関係 

（１） 家庭の教育力向上のため家庭教育支援事業は重要である。参加者の意見把

握等により、なお一層充実させてほしい。 

（２） 地域教育支援活動事業は、国や県の支援が十分でない中で成果を挙げてお

り、評価できる。 

（３） 放課後子ども教室推進事業では、指導員の確保等が課題であるが、尾道市

立大学との連携を検討してほしい。 

 （４） 公民館は、地域の拠点として重要であり、公民館活動が活発化しているこ

とは評価したい。他方、地域により公民館の利用等に差異があり課題である。 

（５） 青少年の健全育成のため、電子メディア対策は重要な課題である。 

（６） スポーツ振興では、市民が楽しむスポーツの充実やスポーツを通じた交流

推進に加え、競技スポーツの向上も積極的に推進してほしい。 

 

５ 芸術・文化関係 

（１） 尾道の文化・芸術は多彩であり、市民に根付いている。また、多くの芸術・

文化財産を有している。これらは尾道の誇りであり、継承しなければならな

い。 

（２） 図書館や美術館でのコンサート開催等多彩な芸術文化活動が推進されてお

り、評価できる。 

（３） 例えば美術館での絵画スケッチ授業等、学校教育と芸術文化施設の連携を

さらに推進してほしい。 

（４） まちかど紙芝居は好評であり、引き続き充実させてほしい。 

（５） 図書館や美術館等の施設は、「人が集う」ことが大切であり、「人と人との

つながりを生み出す」拠点である。開かれた施設や相互連携を通して、市民

にどのように寄与しようするかという視点をもって事業に取り組む必要が

ある。 


